
１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研セン

が送られます。

２.  「月刊自治研」

員会発行・Ａ５

822 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき

調査研究会などに参加できます。
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　環境大臣が6月3日の記者会見で、スーパーなどの事業者に対し法令等により「レジ袋有料化」
の義務付けを来年までに行うとの意向を示した。この削減効果については限定的との報道もある
が、マイクロプラスチックによる海洋汚染が世界的課題とされる中で、目に見える形のプラスチッ
クごみ削減キャンペーンとなるならば、その効果には期待したい。
　他方、それよりも対策を急ぐべきは、中国を始めアジア各国の資源ごみ輸入規制によって経
路を断たれた日本のプラスチック資源循環体制である。政府は、国内での使用済プラスチック
の再使用・再生利用に加え、熱回収等も含めて「2035年までに100％有効利用する」戦略を示
したが、分別回収・リサイクルのコストパフォーマンスからすればそれは容易な道のりではな
く、目標達成には人々の協力が欠かせない。安価・便利・軽量を追求する中で、生活の至る所
に溢れたプラスチック製品をどのように削減できるか。新たな発想で私たちのライフスタイル
を転換させるための取組みも、同時に必要とされているのではないだろうか。
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（谷本有美子）

巻頭言
　今年は12月に民生委員の一斉改選が行われる。民生委員は地域の福祉の担い手

として期待されているが、その選出方法は鎌倉市では、地元自治町内会の推薦を

もとに地区民生委員協議会会長、そして地区社会福祉協議会の会長の推薦を経て、

市の民生委員推薦協議会、その後県の民生委員推薦協議会の決定という流れであ

る。任期は3年であるが、最近は近隣自治会長などとの話で、やめる人の後任が見

つからないという話をよく聞く。前回の改選期にも定員に満たずに欠員が出たり、

やめたいのに無理に再任されたという声を聞いた。

　民生委員は民生委員法に基づき厚生労働大臣から委嘱される無給の非常勤の地

方公務員で、児童福祉法により児童委員も兼務することになっている。その活動

内容は見守り、行政窓口へのつなぎ、高齢者登録制度への協力、地域包括支援セ

ンターとの相談協力、生活保護世帯の把握、児童虐待などの児童相談所への通告

など多岐にわたっている。

　最近地域包括ケアシステムの構築が言われているが、その中で民生委員は、地

域での共助ということで費用負担が制度的に保障されていないボランティアなど

の支援も行い、地域住民の取り組みの中心的役割が期待されている。

　確かに共助の重要性は理解されるものの、民生委員に多くのことが期待され、

そのことが過度の負担になり、民生委員になると大変だということで、なり手を

探すことも地域には大きな課題となっている。

　さて、地域における福祉への関心は、どうしても高齢者のこと、児童のことが

中心になる一方で、障害者の福祉については軽視されているようである。

　私は現在知的障害者の事業所を運営するNPO法人の代表理事を務めている。3つ

の事業所には60人の利用者がいるが、地域とのつながり、事業所が所在する地域

の自治町内会、民生委員との連携をどうするかが大きな課題となっている。また、

利用者が居住している地域の中で、その地域とのつながりはどうなっているかも

気になるところである。職員には常日頃、事業所のある地域での地元とのつなが

りをどう作るか、絶えず考えるようにしよう、また地域のイベントを積極的に活

用しよう、と言っている。幸いなことに、地域の自治町内会の援助を受けてお祭

りに参加するとか、徐々に連携が出来ているが、地域の皆さんにまだ十分に理解

されているとは言えない。

　福祉、とりわけ地域福祉ということが言われて久しいが、課題は山積みで、障

害者やその施設への関心はまだまだ低いように思われる。今後はさらに地域での

理解を深めるように努力していかなければならないと思う今日この頃である。

地
域
で
の
福
祉
活
動
を
考
え
る

巻頭言

小
泉 

親
昂

特
定
非
営
利
法
人
あ
ゆ
み
の
会
代
表
理
事

神
奈
川
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
講
師
）

（  



 1

 
2019 年 3 月 14 日神奈川県地域労働文化会館において神奈川県地方自治研究センター第 19 回総

会記念講演会が開催され、山梨学院大学教授の江藤俊昭氏より「議会改革の第２ステージの創造

―『住民自治の根幹』としての議会を作動させる―」をテーマに講演をいただいた。以下は、当日

の講演をもとに編集部にて原稿を作成し、江藤氏が加筆・修正したものである。 
 

 
はじめに  

 
今日のタイトルは、「議会改革の第 2 ス

テージの創造」と、最近、私がお話しするも

のを出していただいております。また、副題

に「住民自治の根幹としての議会を作動させ

る」と書いてあるんですが、この「住民自治

の根幹」というのは私の言葉ではないんです

ね。例えば、地方制度調査会の第 26 次と第

29 次に「住民自治の根幹は議会だ」と明確

に書いた答申が出ていますけれども、そうい

うふうに作動していないよねと。住民自治の

根幹は議会だということを議会がちゃんと認

識して作動しているかどうか。そして、市民

もそのことについてどのぐらい理解している

かどうかということが今後の住民自治にとっ

て重要だと思います。 
 
１．「住民自治の根幹」としての議会の

作動 

 
(1)議会改革の本史への突入 

まず、住民自治の根幹としての議会の作動

ということで、「議会改革の本史」という言

い方は独特な言葉です。議会改革の本当の歴

史にようやく入ったという意味です。新たな

議会ということで、例えば、北海道の栗山町

議会基本条例が明確に宣言したもので、閉鎖

的ではなくて住民と歩む議会だということ、

それから、議会は本来、議員間でしっかり議

論するということです。さらに言えば、議員

間ではなくて、後でご紹介する犬山市議会の

「市民フリースピーチ」のように住民を巻き

込んで議論する。そうしたフォーラムとして

の空間ではないのだろうか。そして首長を追

認してスタンプを押していくような、そうい

神奈川県地方自治研究センター第 19 回総会記念講演（2019 年 3 月 14 日） 
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う議会ではなくて、首長としっかりᨻ⟇➇த

をする。そういう議会ീが、北海道の栗山町

議会の基本条例の୰には明確に้ࡳ込まれて

いるということです。 
それ以๓の議会改革は、୍⯡的には「議会

改革」というྡ⛠ではなく「議会のάᛶ化」

と言ࢃれていました。「ሗをබ開します」

「ጤ員会をഐ⫈できます」という⛬度、ある

いは「議会୰⥅をする」「ᑐ㠃ᘧの議ሙにし、

୍ၥ୍答方ᘧの議会㐠Ⴀを⾜う」。これをఱ

༑年にもࢃたって議会のάᛶ化ということで

議論していました。住民自治にとって議会と

はなんࡒやというようなことではなくて、ᢏ

⾡的な、ሙ当たり的な改革というのが⾜ࢃれ

た。これはこれで大なことだと思うんです

が、「住民自治の根幹」として⨨けられ

ていたかどうかということについては、⏒だ

ၥがつくのではないか。 
そこに 2006 年、北海道の栗山町議会は、

新たな議会ീを議会基本条例の୰に้ࡳ込ࡳ

ました。その後、市議会や㒔道ᗓ県議会もこ

の後を追って⌧ᅾ、⣙ 4 以ୖが基本条例

を制ᐃしています。市ࣞ࣋ルでは 6 が基

本条例を制ᐃしています。たった 12 年でᛴ

⃭にここまでᗈがったというのは本当に⌋し

いものだと思っています。 
 
(2)「ᛮ࡛ࡁࡘ࠸は࠸࡞」改革 

こうした改革が栗山町だけで㉳きているࢃ

けではなくて、それ以እにᗈがったというの

はఱらかの根ᣐがある。思いつきの改革では

なく、しっかりと住民自治の原๎に༶した改

革だということです。 
まず日本の地方自治はඖ制をとっていま

す。それで首長と議会がᨻ⟇➇தをするのは

当たり๓のことで、首長の独௵制と議会のྜ

議యと、それࡒれを⏕かす。首長のリーࢲー

プを⏕かし、議会はྜ議యですからከᵝࢵࢩ

な意ぢを巻き込んでいく。そういうようなこ

とでᨻ⟇➇தをする。 
もう୍つの原๎は、ᐇした住民ཧ加の原

๎です。୍院制は住民によるチࢡࢵ࢙が๓ᥦ

となるし、リࢥールなどの┤᥋ㄳồ制度があ

る。そうすると、議会にも⾜ᨻにもከᵝな住

民ཧ加がᚲ要になってくる。ᚑ来の住民ཧ加

というと、⾜ᨻの住民ཧ加はいろんなところ

でᕤኵされ、新たなᒎ開を㐙ࡆています。し

かし議会にも、住民ཧ加が当たり๓のことだ

と思うんですね。ከᵝな住民ཧ加をᚓながら

議員間ウ議をして、それを㋃まえて首長とᨻ

⟇➇தする。こういう議論になってくる。 
住民自治の根幹としての議会の意味につい

ては、⣲┤に地方自治ἲをㄞむと、96 条に

「議会のᶒ㝈」というのが書かれている。条

例とか、Ỵ⟬とか、ண⟬とか、㈈ᨻ的なഃ㠃

や、ᇳ⾜ᶒに㛵ࢃるዎ⣙とか、㈈⏘のྲྀᚓฎ

ศも 96 条の 1 㡯にしっかり書き込まれてい

るࢃけです。地域⤒Ⴀにとって大なᶒ㝈は、

て議会がᣢっているということとんどす

です。 
それにᑐして、首長のᶒ㝈というのは地方

自治ἲの 149 条に書かれています。ᇳ⾜ᶒ

に㛵ࢃることですね。その、ᑓỴฎศとか、

つ๎の制ᐃᶒというのもありますけれども、

原๎ 149 条に書かれていることと 96 条とを

ẚたሙྜに、議会がどれだけከくの地域⤒

Ⴀに㛵ࢃるᶒ㝈をᣢっているかの確認です。 
なࡐそうなのかということですが、「住民

自治の根幹」だから、ᶒ㝈を首長ではなくて

議会にえている。おそらくこれはᅜඹ㏻

に議会だと思います。「住民自治の根幹」の

意味は、ከᵝな議員の議論による論Ⅼの明確

化、そしてྜ意がᙧ成されるからです。そし

てୡ論ᙧ成のᙺをᢸうからです。地域には、

市町ᮧྜేや、学ᰯの⤫ᗫྜのように大な

ၥ題がたくさんあります。住民間での議論を

巻き㉳こすたࡵに⾜ᨻも議会もሗᥦ౪し、

そうした議論をする空間を創出することが大
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なことです。 
ୡ論ᙧ成のᙺについて⿵㊊しておきます。

住民の୰には「㈶成」「ᑐ」だけでなく、よ

くศからないというேもたくさんいるんです

ね。そういうேのたࡵにも議論を巻き㉳こす

のが大なんです。ㄡしも認ࡵる㑅ᣲの制度

で㑅出されているேたちがබ開のሙで議論す

るのは議会だけですから、住民のேたちがそ

れをぢていて「私はやっࡥり A だ」、「私

は A だったんだけれども B 議員のうの意

ぢに近いな」と意ぢをኚえるሙྜもある。よ

くศからないというேが「私は A 議員のே

に近いな」と自ศの意ぢをⓎぢする、そうい

う議論の空間が議会です。 
それࡒれの議員が✚ᴟ的に議員間のウ議の

୰で論Ⅼを明確にして、ୡ論をᙧ成する。だ

からこそ「住民自治の根幹」と言ࢃれ、そこ

に重要なᶒ㝈をしているということです。 
 

 としての議会ᇶ本᮲のᒎ㛤ࢶࣁࢡࣂ(3)

議会基本条例の制ᐃがᅜにᗈがっている

というのは今お話したところです。「ࣁࢡࣂ

という言い方をしているのは、⣙「ࢶ 800
の自治యが制ᐃしたということとともに、も

う 1 つの意味は、ᚑ来の議会㐠Ⴀとまった

く㐪うことを明確にしたということです。 
13 年⤒つ୰で議会基本条例はどんどんᒎ

開しています。それࡒれಶᛶある基本条例が

制ᐃされているんですね。「本史の明確化と

㐍化・῝化」を㐙ࡆてきたከᵝなಶᛶある条

例制ᐃ、そして第 2 ステージとして後ど

お話しますようなෆᐜの条文も、しっかり入

ってきています。 
୍つࡦとつྲྀりୖࡆる間はないんですが、

よくあるのはしっかりと住民自治を作ってい

くということで「議会㐠Ⴀの根本つ⠊ᛶ」。

議会㐠Ⴀの基本原๎とともにἲ௧➼の解㔘基

‽について、自治ἲの解㔘ᶒ㝈を総ົ┬の㏻

㐩でやるࢃけではないということの確認です。

自ศたちがどういうἲᚊ解㔘を⾜っていくか。

これは栗山町の基本的な⪃え方です。 
新しい議会㐠Ⴀの 3 つの要⣲ということ

で、ձ住民に開かれるものについては、例え

ばཧ⪃ேを⨨けるとか、㝞ㄳ㢪を市民

からのᨻ⟇ᥦ言として⨨けるだけではな

くて、௦⾲⪅の㝞㏙を明記しているものなど、

新しいものがいろいろ出ている。 
それから、ղ議員間ウ議を重どする議会、

そして、ճᇳ⾜ᶵ㛵のᨻ⟇➇தというのをど

う⨨けていくかというところです。 
この 3 つの要⣲をᐇ⌧する制度として㏻

年議会などもあります。それと新たな議会を

作り出す条௳として、議会ົᒁをどう⨨

࡙けていくか。議会ົᒁをᐇさせるとい

うような୍⯡的なつᐃではなくて、ちゃんと

自❧化させるようなつᐃなども入っています。

⫋員᥇⏝について書いているものもあります。 
それから新たにᚲ要なつᐃとして、3.11

ᮾ日本大㟈⅏以㝆、༴ᶵ⟶理。⅏ᐖにどう

ᑐᛂしているかということもྍḞですし、

自治య間㐃ᦠの୰でそれࡒれの議会がどうい

うᙺをᯝたしていくかどうかが、今後、か

なり大な論Ⅼになる。あるいは自治యෆศ

ᶒの議論も入れていくなど、基本条例につい

ては、それࡒれの自治యごとにこうしたಶᛶ

あるᒎ開を㐙ࡆています。 
 
(4)地方ᨻ治のྎ㢌とඖ௦⾲ไ㸻ᶵ㛵➇த

⩏のぬ㓰 

さて、地方ᨻ治のྎ㢌とඖ的௦⾲制㸻ᶵ

㛵➇த⩏のぬ㓰ということについてですが、

地方ศᶒ改革の୰でᶵ㛵ጤ௵ົయ制がᔂれ

ていくということで、地域⤒Ⴀの重要度が㧗

まってきた。そこで、⾜ᨻも大なんだけれ

ども、そもそものところで、地域をどのよう

に方ྥけていくか、ᨻ治の重要ᛶというの

が認識されるようになった。 
もう 1 つは㈈ᨻ༴ᶵで、『あれもこれも』
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から『あれかこれか』を㑅ᢥしなければいけ

ない。そういう意味で、地域を方ྥけてい

るᨻ治がすごく大になってきた。 
୍方で「首長ᑟᆺの民⩏」というこ

とで、ᶫ下ᚭさんとかἙᮧたかしさんですね。 
それからもう 1 つは、私が基本にしてい

ますඖ的௦⾲制、あるいはᶵ㛵➇த⩏と

いうことですね。1970 年௦の後༙にすᑿ

さんがᐃ⩏した『ඖ的௦⾲民制』という

言葉です。議ᶵ㛵である議会とᇳ⾜ᶵ㛵で

ある首長➼がᨻ⟇➇தを⾜う。ᶵ㛵とᶵ㛵が

ᑐ❧してより地域⤒Ⴀを⾜っていくというこ

とで「ᶵ㛵ᑐ❧⩏」をすᑿඛ⏕が 1970
年௦にᥦ㉳しました。 
この大な࣏イントは、議会と首長は正⤫

制ではྎ㢌ということを๓ᥦとして、ᨻ⟇㐣

⛬యにΏって、議ᶵ㛵である議会と首長

がᨻ⟇➇தするという。 
もう 1 つの要⣲としては、ᨻ⟇㐣⛬య

にΏって住民ཧ加、市民ཧ加をᤄ入していく、

こういうものですね。 
当は議会がᙉかった。革新自治యが出て

いろいろᑐ❧している୰で、୧方ともᑐ➼だ

と。そして議会も大だけれども、首長がᨻ

⟇㐣⛬⯡にΏって㛵ࢃっていくことも大

だし、そこに市民ཧ加を入れ込んでいく。そ

してᨻ⟇を作り出していく、┘どしていく。

議会と➇தしていく。こういうⓎの୰で

ඖ的௦⾲民制をすᑿඛ⏕はᥦ㉳した。 
௦はኚࢃって、今日は首長がᙉくて、⾜

ᨻがᑟ的にᙉい୰で、議会ഃはどのように

住民自治を作動させる議会を作り出していく

かというὶれの୰で、これがᵓ成された議

論としてඖ的௦⾲民制。最近ではそれを

ඖ௦⾲制とんだり、私はⱝᖸṧしてඖ

的௦⾲制とんだりしています。そして、ᶵ

㛵ᑐ❧⩏というのがすᑿඛ⏕でしたけれど

も、最近、首長ᑟᆺをぢるとᑐ❧をᙉ調し

ちゃいけないのかなと、ᨻ⟇➇தを࣓インと

するということで「ᶵ㛵➇த⩏」としてά

⏝しています。 
 
㸰．議会改革の本史の第  ࢪーࢸࢫ2

 

(1)ᙧᘧととࡶにෆᐜを 

今までとは㐪う、議会改革の本当の歴史に

入ったことはすごく大なことなんですが、

それを第 2 ステージに⧅ࡆていかなければ

いけない。基本条例の୰に้ࡳ込まれている

のはあくまで㐠Ⴀのᡭἲ、いࡺࢃるᙧᘧ的な

改革で住民からすれば「今までやっていなか

ったの㸽当たり๓ࡌゃないの」ということな

んですね。それをどういうふうに住民の⚟♴

のྥୖに作動させていくかが重要な࣏イント

になってきている。そこで、この住民の⚟♴

のྥୖにどうやって⧅ࡆていくかどうかとい

うことだと思います。 
今お話したことをまとࡵますと、๓史の議

会άᛶ化は୍ၥ୍答方ᘧ、ᑐ㠃ᘧ議ሙ、ጤ員

会のබ開、などの改革だった。ようやく本史

に入った第 1 ステージでは、議会基本条例

に้ࡳ込まれたような議会㐠Ⴀの改革を明確

にした。これは⏬ᮇ的なことですが、それを

どのように住民の⚟♴のྥୖに⧅ࡆていける

かというのが大な࣏イントになってきた。 
 

(2)議会ࡽのᨻ⟇ࣝࢡࢧのⓎぢ 

そこで今、住民⚟♴のྥୖに⧅ࡆていくた

にはどんな議論とᐇ㊶をしていかなきゃいࡵ

けないのか。 
ձ୕重県議会㸸新しいᨻ⟇ࢧイࢡル 

୕重県議会は、今から༑ᩘ年๓に「新しい

ᨻ⟇ࢧイࢡル」というのをᡴち出しました。

当は北川▱がどんどん改革を㐍ࡵるんで

すが、例えば⾜ᨻホ౯では、首長が出したᨻ

⟇をᇳ⾜して、それをホ౯する。ホ౯では、

ົᴗ➼のእ部ホ౯ጤ員会ࡳたいなものが

すごく重要なᙺになっていく。こういう
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PDCA を回していくんですが、議会はもち

ろんண⟬とかỴ⟬にはⓏሙするんですが、こ

の PDCA ルで議会はどんどん⺅ᖒのࢡイࢧ

እに⨨かれてくる。自治య改革をやっている

自治యど、議会は⺅ᖒのእに⨨かれるんで

す。ົᴗホ౯をやっていくと、どんどん

それが論理として回っていって、議会がなか

なか㛵ࢃれない㡿域になってくる。 
⾜ᨻの住民ཧ加を⾜っている自治యど、

議会は⺅ᖒのእに⨨かれているんࡌゃないか。

⾜ᨻの住民ཧ加のᐇの୰で、住民、そし

て⾜ᨻとの㐃ྜయが出てきて、議会自㌟をໟ

ᅖされちゃう。本来の住民自治の根幹と作動

させていくたࡵには、議会自యが開ᨺ的にな

らなきゃいけない、という文⬦があるんです。

そういう意味で୕重県議会は今から༑ఱ年、

新しいᨻ⟇ࢧイࢡルとして、Ỵ議とかሗ࿌書

を議会ഃが出すことによって、⾜ᨻの方ྥを

ある⛬度修正したり、方ྥけたりしたとい

うのがあります。 
 
ղ会ὠⱝᯇ市議会㸸議会からのᨻ⟇ᙧ成ࢧ

イࢡル 
⚟ᓥ県会ὠⱝᯇ市議会は、議会改革の本当

にඛ㥑的なところと言ࢃれていて、「議会か

らのᨻ⟇ᙧ成ࢧイࢡル」というものをᡴち出

しています。「ᨻ⟇ᙧ成」と「ᙧ成」が入っ

ています。これは௦的にすごく大なこと

で、議会ഃからのᥦというのをᙉ調した議

論なんですね。 
住民を基Ⅼにしてᨻ⟇ᥦ言を⾜う。例えば、

୍⯡㑅ᣲが⾜ࢃれてすぐ、住民との意ぢ

会に入るんです。そこで、この議会は 4 年

間どういうようなㄢ題をやるのか、市民の意

ぢを㋃まえて議会としてテーマをỴࡵていき

ます。そしてᖖ௵ጤ員会にそのㄢ題をって

 
 㣤⏣市議会のᨻ⟇ࢧイࢡルのᅗ㸸ᤄ入スペース 飯田市議会における一年間の流れ
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いくࢃけです。そして 4 年間このテーマで

調査研究を⾜っていきます。4 年間のまとࡵ

もしますが、ᨻ⟇ᥦ言もします。ᙼらは市民

との意ぢを基Ⅼにするとᖖに言っていま

す。 
 
ճ㣤⏣市議会㸸まち࡙くりጤ員会との༠働

によるᨻ⟇ࢧイࢡル 
㣤⏣市議会の理論とᐇ㊶がスタンࢲーࢻに

なっているものです。今、ᐃ例会というのは

自⏤にỴࡵますけれども、୍⯡的には 4 回

で、3・6・9・12 月ですよね。閉会୰は議

会として自ศたちではなかなか㉳きୖがれな

いんです。それをどのように㐃⥆させていく

かが大な࣏イントになるんです。例えば、

これは༑ᩘ年๓からのᅗ㸦ͤ๓㡫㸧ですが、

1 年間のὶれの୰で、ᅗの下ẁをぢていただ

くと 10 月のところに議会ሗ࿌会というのが

入っています。それにᗈ⫈ᶵ⬟をᣢたせてい

るんです。会ὠⱝᯇ市議会もそうですが、議

会ሗ࿌会を㋃まえてၥ題をⓎぢしてᡤ⟶ົ

調査にせていく、という議論をやるんです。 
まず、ᡤ⟶ົ調査でそれをᥦ言していく

というὶれがあります。議会ሗ࿌会を㉳Ⅼに

して自ศたちでᥦ言を出していくということ

をやります。これはඛどお話した会ὠⱝᯇ

が議会からのᨻ⟇ᙧ成ࢧイࢡルと言ったのと

基本的にྠࡌです。このᡤ⟶ົ調査のテー

マは、議会ሗ࿌会から出た意ぢに基࡙いてい

ます。 
もう 1 つὀ意していただきたいのは、㈈

ᨻの୰でもỴ⟬を重どしていることです。ᙼ

らは総ྜィ⏬を議会の議Ỵにしたので、᳨ド

がᚲ要で、その᳨ドはỴ⟬に⾲れると⪃えて

います。Ỵ⟬はỴ⟬議が出て、୍⯡的には

ᑂ議の๓に 1 㐌間か 10 日ぐらいㄝ明がある

んですけれども、それからではとてもỴ⟬ᑂ

議はできない。それで‽ഛをしようというこ

とで、๓年の議会ሗ࿌会に出た市民意ぢに基

࡙くົᴗを、最近では⟇もやっていま

すが、ᢳ出・㑅ᐃして、ఱがㄢ題かというの

を๓に解き明かします。 
6 月ᐃ例会で、例えば 1 ᖖ௵ጤ員会あたり

20 㡯┠をやるんです。そして 7㹼8 月で⫋員

をんで調査を⾜って、8 月下᪪にᖖ௵ጤ員

会ごとに 20 㡯┠を A、B、C とかホ౯しま

す。議員がᣢちᐤったホ౯を、༢にྜࢃせる

のではなくて、ጤ員長が「なࡐあなたはこれ

に B の⥅⥆をつけたんですか」、「なࡐあ

なたは C の⦰ᑠをつけたんですか」と議論

するࢃけですね。ࡌゃあこのጤ員会として、

とりあえず⦰ᑠの C をつけましࡻうよと議

論し、理⏤も明記する。これを作って 9 月

のᐃ例会の๓にయにሗ࿌し、それをཷけて

Ỵ⟬ᑂ査にあたっています。 
つまり、๓に‽ഛしなきゃしっかりした

議論ができないよということで、Ỵ⟬ᑂ議を

やった後にᥦ言書を作成して、それを㋃まえ

て 3 月のண⟬ᑂ査に⏕かしていく、こうい

うὶれなんですね。㣤⏣市議会は 2 年๓に

総ྜィ⏬の作り方をኚえてプࣟジࢡ࢙ト方ᘧ

になりましたから、この㈨ᩱはそれまでのも

のですが、言ࢃんとするのは、住民のኌを⪺

きながらᨻ⟇をᙧ成して、┘どをᙉ化して、

こういうものをやっているということです。 
 
(3)議会ࡽのᨻ⟇ࣝࢡࢧのᒎ㛤 

議会からのᨻ⟇ࢧイࢡルのᒎ開というのは、

こうしたものが⣲ᮦとなりながら今、ከᵝな

ᒎ開を⾜っています。 
ձ会ὠⱝᯇ市議会㸸‽ഛ会と論Ⅼᩚ理 

例えば会ὠⱝᯇは、ᨻ⟇ᙧ成の意味をኚえ

ている。ᙼらはࢵࢽチのᨻ⟇ᙧ成をやってい

く、というのが࣏イントだったんですね。⾜

ᨻが今、やっていない、あるいは後回しにな

っているようなものを住民のኌを⪺きながら

ᥦ言していくということだった。そこから、

今は本に㛵ࢃろうとしている。本である
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㈈ᨻにも総ྜィ⏬にも㛵ࢃっていこうという

ことをやっています。 
ඛどの㣤⏣市議会のものをいながら、

Ỵ⟬からண⟬のᑂ議を㇏ᐩ化しているんで

すね。今から 7 年ぐらい๓に会ὠⱝᯇ市議

会のとんどのேが㣤⏣市議会に来て、2 日

間にࢃたるどᐹで意ぢをしているんです。

そのሙに私もいたんですが、かなり真にど

うやったらチࢡࢵ࢙ができるかをලయ的に議

論して、それをά⏝しながらこういうᒎ開を

㐙ࡆました。 
Ỵ⟬で言うと、要㡯┠を入れてなࡐこう

いうふうになっていて、⌧≧がどうなってい

て、と書くんです。大なⅬは๓に、Ỵ⟬

にྥけて議論すき論Ⅼ、㉁ၥする㡯をそ

れࡒれ 5㹼6 Ⅼ、㡯┠ごとに議論して‽ഛし

ているんですね。これを㋃まえてỴ⟬ᑂ査に

あたるということをやっています。ྠࡌよう

にண⟬のときも、どういう࣏イントがあるか

ということを 1㹼3 月の間にやる。Ỵ⟬のሙ

ྜは 6㹼8 月の間に‽ഛをやる。ྍඣ市議会

のሙྜもとんどྠࡌです。 
 

ղ大ὠ市議会㸸ࣙࢩࢵ࣑ンࣟーࢻマࢵプ 

それから㈡県の大ὠ市議会の「ࣙࢩࢵ࣑

ンࣟーࢻマࢵプ」です。条例をఱ本作るかと

いうことで、たとえばᅵ地⏝ィ⏬に㛵する

条例のように「ࠐࠐの条例」をఱ本作ります。

これを「ࣙࢩࢵ࣑ンࣟーࢻマࢵプ」という。

条例も議員が最⤊的に議Ỵして議員ᥦする

んですが、ົᒁがᡭఏいをしながらࡳんな

でやっているというところです。 
 
ここまでの例でどんなᒎ開の要⣲がある

のかというと、まず┠ᶆタᐃですね。当たり

๓のことなんですが、4 ᐃ例会で動かしてい

たものを、まずはしっかりと㏻年で動かして

いきましࡻうということです。それと、首長

は௵ᮇ 4 年をᖖに意識するんですが、議会

は 4 年を意識していないんですね。だから

、かりにくい言葉ですけれども「㏻௵ᮇ」ࢃ

つまり 4 年間でどうするかということ。さ

らに、ྍඣ市議会には次のᮇにそれを⥅ᢎし

ていくようなࢩステムがあるんです。これを

㐃⥆させていくということです。 
それから、住民を意識するということ。今

までは議会がぢえないということで、自ศた

ちからእ出ていく「議会ሗ࿌会」というも

のがかなり大だったんですが、住民は「ሗ

࿌だけされてもそれはỴまったことでしࡻ

う」ということになる。ሗ࿌やᗈሗも大な

んですが、ᗈ⫈ᶵ⬟をᣢたせていくというこ

とがけ加えられたところです。 
もう 1 つは、議会のእも大なんだけれ

ども、議会本యを開ᨺ的にしていきましࡻう

ということです。ここ 5 年ぐらい「ཧ⪃

ே」の制度をά⏝する議会が出てきています。

᫇ながらのබ⫈会で㈶成༙ศ、ᑐ༙ศࡳた

いにやるとやりにくいかもしれませんけれど

も、もっとᴦに「このテーマで、ࡳんなで議

論しましࡻうよ」くらいのබ⫈会にすればい

い話だと思うんです。ともかくཧ⪃ேをά⏝

しているところがቑえてきています。 
それから、ただ༢にᨻ⟇ᥦ言を作るだけで

はなく、本当に㈈ᨻや条例、総ྜィ⏬に㛵ࢃ

っていく。Ỵ議や意ぢ書なんかも明確に出し

て、ከᵝなᶒ㝈を⏕かしていく。こういうふ

うなᒎ開を㐙ࡆていきます。 
議員研修で「議会って大なんですよね」

と思ってくれるのはいいんですが、部やろ

うとしても↓理です。たとえば、議Ỵ௳を

追加するという地方自治ἲの第 96 条 2 㡯が

あって、私は基本ᵓや基本ィ⏬は議会の議

Ỵにしたうがいいと思っていますけれども、

栗山町は㒔市ィ⏬マスタープランや地域⚟♴

ィ⏬なんかも追加しています。しかし、これ

をやるとどこまでᗈがっていくか、大ኚだと

思うんですよ。ᑠさいところでさえᅜから作
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れと言ࢃれて、40 くらい作らされている⾜

ᨻィ⏬があって、その㈐௵を部ᣢてないと

思うんですよね。 
山梨県ෆの昭町議会でこの 3 月に、議

員ᥦで総ྜィ⏬の⟇ᐃと㐠⏝に㛵する条例

を作ってもらったんです。これは北海道の栗

山町や⚟ᓥ町議会でもできているんですが、

総ྜィ⏬の重要ᛶ、どんなᵓ成になっている

か、総ྜィ⏬を⟇ᐃするときのプࣟセスなど

も入っています。議会の議Ỵも入っているん

ですが、ここで私が重どしたのは、さまࡊま

な⾜ᨻィ⏬がఱ本あってその㐍ᤖ≧ἣをẖ年

議会にሗ࿌する、と⩏ົけしたことなんで

すね。⾜ᨻィ⏬を部議Ỵ㡯にするのはと

ても↓理なんだけれども、総ྜィ⏬を୰ᚰに

して⾜ᨻィ⏬がどういうふうにࡪら下がって

いるかを確認しながら、㐍ᤖ≧ἣをሗ࿌させ

るというものです。 
 
(4)議会ࡽのᨻ⟇ࣝࢡࢧの≉ᚩ 

ここで言いたいのは、議会からのᨻ⟇ࢧイ

ルの特ᚩについて、議会からの意味を⪃えࢡ

るということです。ある⛬度㡹ᙇるのはいい

んだけれども、すてはできない。だから議

会の特ᚩが大なんです。 
まず、ᩘ್┠ᶆを㐩成するのはもちろん大

なんだけれども、本当にそれが住民のたࡵ

になるのかどうかというのはᖖに意識するᚲ

要があるでしࡻう。これは、ᇳ⾜の論理にᑐ

する住民┠⥺の話ですね。 
つࡂに、ᇳ⾜ᶵ㛵は「総ྜᛶで」「⦪り

にᶓ୵を」とかいろいろやりますけれども、

やはりᐁ制ࢩステムで⦪りにならࡊるを

ᚓないところもあるんですね。そこをྜ議య

としてయをぢΏすようなけをしていか

なきゃいけない。ただし、議会自㌟が⦪り

になっているྍ⬟ᛶもあるんですね。ጤ員会

のᡤ⟶ົを⾜ᨻ⤌⧊と㐃動させているので

⦪りになっている。それをどういうふうに

✺◚していくかというㄢ題もあります。 
それから 3 つ┠は、ᇳ⾜ᶵ㛵には㇏ᐩな

㈨※がありますけれども、議会は㈨※がᑡな

いことです。町ᮧではົᒁのேᩘがᖹᆒで

2.4 ேしかいない。ᨻົά動㈝だって 2 し

か条例をᣢっていない。ࡳんなᶓ市会のよ

うにᨻົά動㈝を月 55 をもらっている

というと、まったく㐪います。こうした議会

の特ᚩを⪃えたときに、すてにᛂえること

はできないと思うんです。ಶࠎの議員の方ࠎ

の思いで動くのはもちろん大なんですが、

議会としては総ྜィ⏬やࢵࢽチ的なものが、

今のⅬでは大だろうと思っています。 
 
(�)地ᇦ⤒Ⴀには 3'''&$  をࣝࢡࢧ

PDCA は民間のᡭἲですが、⾜ᨻ⤌⧊や

議会でもά⏝できる、ᖖ識的なやり方だと思

うんです。ただ、地域⤒Ⴀయの୰で⪃えた

ときに議会は、地域⤒Ⴀయの PDCA の୰

でどこにⓏሙするのか、ということなんです。

議会としても PDCA は大です、ᇳ⾜ᶵ㛵

も PDCA は大です。では、地域⤒Ⴀయ

として PDCA を⪃えたときに、議会はどこ

かというと、地域⤒Ⴀは民間ࡌゃないから、

民⩏だから、議論する空間をどうやって

⨨けるのということと、また、Ỵᐃはㄡ

が㈐௵をᣢつのか、議会だということです。 
たとえば、ࢹリࣞࣂーࣙࢩンとか、ࢹス

ンとかの「D」、ウ議空間をちゃんࣙࢩࢵ࢝

と⨨けること。それからࢩࢹジࣙン、

Ỵᐃ「D」ですね。議会が㈐௵をᣢつという

ことをしっかり⨨ける。P の୰にそれが

ྵまれています、と言うかもしれないんだけ

れど、民間のᡭἲで⪃えたときには、P の୰

にウ議する空間を入れるとか、Ỵᐃは議会で

すということは、㍍どされるഴྥがあるんで

す。それで、⯉をჶࡳそうな⏝ㄒですけれど

も、P と D の間にウ議空間の D と、Ỵᐃの

D とをけ加えて、地域⤒Ⴀయとしては
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PDDDCA  。ルというのが大ですࢡイࢧ
 
㸱．議会ࡽのᨻ⟇ࣝࢡࢧのㄢ㢟 

 

(1)୕⪅㛫㛵ಀの᪂࡞ࡓㄢ㢟 

それでは、議会改革の第 2 ステージを⪃

えたときに議会からのᨻ⟇ࢧイࢡルのㄢ題に

ついて、どういう議論をしていくのか。 
ձᑐ住民 

1 つは、住民にᑐしてというので議会はእ

に出ていく。たとえば、እでጤ員会を開催し

てもいいと、そこまでᗈがっていく話だと思

うんです。እで調査をしながらጤ員会の議論

をして、住民のኌをཧ⪃に⨨࡙けるような

方でもいい、議ሙだけではないですよとい

うことです。それとともに、議ሙෆ部の議論

で、今まで㍍どされたものをᐇさせていき

ましࡻうと。ཧ⪃ேはようやくやりጞࡵまし

たが、බ⫈会はまだᗈがっていません。 
また、もっと自⏤なかたちでできないかど

うか。たとえばឡ▱県の犬山市議会がཤ年、

「市民フリースピーチ制度」というのを 3
回やっています。ᐃ例会ごとにやっていこう

ということになっている。議ሙで、බເで集

まった市民のேたちがᥦ言を 5 ศ⛬度して、

そのᥦ言について議員とのやりྲྀりをศに

やって、それで議論をワࡵていくということ

なんですね。議会本యを開ᨺして、市民がそ

のࠎで⪃えていることをᥦする。要ᮃに

ついてឤを㏙るぐらいの話ではない。か

なりしっかりとຮᙉをしながらᥦ言をして、

そして議員とのやりྲྀりをしていく。そうい

う空間が出来ୖがっているࢃけです。 
議ሙは議員のものではなくて、市民が議会

というのは大なんだ、㛵ࢃっていくんだ、

こういったことが⏕まれጞࡵたと思っていま

す。議会はどうしてもぢえにくいというのが

あるんですが、議会ഃからも✚ᴟ的にこうい

う制度をやることによって、市民のேたちも

య的に㛵ࢃっていく。議ሙ、あるいは議会

は議員のものではなくて、市民のものだとい

うことの 1 つの⾲⌧と思っています。 
 
ղ議会ෆ㸦議員間㛵ಀ㸧 
議員間でウ議するたࡵには、ᨻ⟇ウ論会と

かఱらかの⤌⧊を議会の୰に作るᚲ要がある

と思います。そこで出た意ぢをまとࡵて、議

会として、例えばᡤ⟶ົ調査にするとか、

あるいはこれはㄡࠎ議員と近いၥ題意識だか

ら、これについてはㄡࠎ議員が୍⯡㉁ၥの୰

でさらにワࡵてḧしいという、ᙺศᢸをỴ

ていくんですね。議ሙで意ぢをするだࡵ

けではなくて、そこでどのように議員として、

あるいは議会としてのᨻ⟇に⏕かしていくの

か。 
本当に議会間᱁ᕪが出てきていて、私が話

していることはඛ㥑的な議会なんですね。議

長㑅ᣲも✺↛議長ೃ⿵が⌧れてỴまっちゃう

のが、今ではᚎࠎに❧ೃ⿵制をとって、ᡤಙ

⾲明とか㉁ၥをしているという。議長、副議

長、ጤ員長もすごく大になってきています

から、こういうリーࢲーࢵࢩプの㑅ᣲが大

です。 
それから会ὴです。やはりᨻ⟇ᆺの会ὴを

作らないと࣓ࢲだと思うんです。しっかりと

ᨻ⟇ᆺに⨨けて、本来でしたら㑅ᣲのと

きに会ὴマࢽフ࢙ストもᚲ要です。それから

ጤ員会をもっとᐇさせるㄢ題もある。 
 
ճᑐ首長㸸住民にᑐするㄝ明㈐௵ 

それから、住民にᑐするㄝ明㈐௵というの

もවねて首長とのᨻ⟇➇தというのをしっか

りやる。今まで、議会がᣢっていてά⏝して

いなかったᶒ㝈をά⏝しましࡻうというㄢ題

です。ඛどお話しました総ྜィ⏬も大な

ので、ᐇຠᛶあるィ⏬に議会が㛵ࢃる。自治

基本条例と議会基本条例についてもルールを

⤫ྜしたり、あるいはᙺศᢸしていくこと
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もᚲ要なのだと思います。 
 
（2）議会ࡽのᨻ⟇ࣝࢡࢧのホ౯ 

議会からのᨻ⟇ࢧイࢡルをどうやってᒎ開

させていくかということでは、まずはホ౯を

しないといけない。 
第 1 ステージのホ౯は、議会基本条例の

㡯┠に༶してこれはできている、できていな

ければどういうふうにするのか、と条文に༶

しながらẖ年᳨ドして、それを㑅ᣲのときに

は住民に♧していくということがᚲ要です。

真㠃┠な議会は、条文ごとに⣽かくやるんで

⑂れちゃうんですよ。だからもうちࡻっと

ゃないかという話をしていࡌトでいいん࢘ࣂ

ます。 
第 2 ステージの、議会からのᨻ⟇ࢧイࢡ

ルを回したことで、これができたかどうかと

いうホ౯をしなきゃいけないんです。 
たとえば、首長とは㐪うᨻ⟇について議会

ഃからᥦして、条例とか、ண⟬化できまし

たというようなことは、本当にそれが住民の

⚟♴のྥୖに⧅がったかどうかホ౯し࡙らい、

10 年、20 年⤒たなきゃศからないと思うん

ですね。私たちも今、議論しているんですが、

自ᕫホ౯でこういうことをしましたというぐ

らいしかできなくて、それを♧して㑅ᣲにᛂ

⏝してくださいというところです。本当に住

民の⚟♴のྥୖに⧅がったかどうかはよくศ

からないと、私は今のところ思っています。 
それから、議会からのᨻ⟇ࢧイࢡルのࢩス

テムをᵓ⠏できたかどうかというホ౯につい

てです。これはある⛬度できるかなと思って

います。たとえば、会ὠⱝᯇ市議会のࣔࢹル

や㣤⏣市議会のࣔࢹルをཧ⪃にしながら、議

会からのᨻ⟇ࢧイࢡルのࣔࢹルとして、それ

、れの議会の⌧Ⅼでの฿㐩Ⅼはどこまでかࡒ

ということについてはホ౯できるのかなと思

っているんです。 
第 1 ステージの議論というのは議会㐠Ⴀ

ですから、基本条例の୰でどういう㐠Ⴀをし

てきたかどうか、これでホ౯できます。第 2
ステージの議会からのᨻ⟇ࢧイࢡルは、それ

を㋃まえた成ᯝがᨻ⟇化したときに、本当に

住民の⚟♴のྥୖに⧅がったかどうかは、な

かなかできない。でもどんなことをしたか、

どんな条例、あるいは修正ができたかは♧

すことはできるということです。 
もう 1 つはࢧイࢡル自యで、ࢧイࢡルが

できているかどうかについてのホ౯はできる

のではないか。それはᅜ的などⅬからホ౯

するしかないかなと思っています。いࢃば自

ᕫホ౯をྵࡵた第୕⪅ホ౯のྍ⬟ᛶです。⌧

Ⅼでは会ὠⱝᯇ市、㣤⏣市、大ὠ市、ྍඣ

市のྛ議会のࣔࢹルというか、ࢩステムはホ

౯できる。以ୖが、議会からのᨻ⟇ࢧイࢡル

をホ౯するということです。 
 

㸲．᪂࡞ࡓ᮲௳ᩚഛに࠸ࡘて 

 

(1)ᇶ本ⓗどⅬ 

基本的どⅬとしては、やはり議会からのᨻ

ルを回していって、住民⚟♴のྥୖࢡイࢧ⟇

に⧅ࡆていくたࡵにしっかりと条௳をᩚഛし

ないといけないということです。そのときに

⾜ᨻ改革の論理というのと議会改革の論理と

いうのは、まったく㐪うということなんです。

ຠ⋡ᛶ重どの⾜ᨻ改革では๐ῶありきࡳたい

なこともศからなくはない。でも議会改革と

いうのは、ムࢲは┬いたうがいいんでしࡻ

うけれども、地域民⩏をどうやって作り

出していくかというどⅬが大だと思うんで

すね。 
議会改革の本史の第 2 ステージにきてい

てこれを作動させる。ᢳ㇟的にሗ㓘がᏳいか

㧗いかという話ではなくて、住民自治の根幹

としての議会を作動させるときの条௳として、

ሗ㓘とᐃᩘの 2 つを⪃えていきたいと思い

ます。 
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(2)ᐃᩘとሗ㓘の議ㄽ 

ሗ㓘の議論はいろいろあるんですが、答え

がないというか、それࡒれの自治యが根ᣐを

♧さなきゃいけない。ἲᚊでỴまっているࢃ

けではなく、条例でᐃࡵないといけない。だ

とすれば、それࡒれの議会でሗ㓘とかᐃᩘと

いうのを自ศたちでㄝ明できなければいけな

い。 
議員ሗ㓘とᐃᩘはูの論理だということで

す。ሗ㓘をୖࡆるたࡵにᐃᩘを 2 ேῶらし

ましたࡳたいなことがよくある。私のᑛᩗす

るேも、ⱝいேたちが出るたࡵにሗ㓘をಸに

したい、その௦ࢃりにᐃᩘを༙ศにすると言

う。Ẽᣢちはศかるけれども「だからఱ㸽」

と思うんですね。 
それから議会改革の論理として、地域民

⩏を作り出すୖでの条௳というၥ題タᐃを

しなきゃいけない。⌧ᅾの議員のたࡵではな

くて、ከくのேがᑗ来❧ೃ⿵してά動しやす

い条௳として⪃える。だから「ᣢ⥆的民

⩏」の条௳なんですね。ᣢ⥆的民⩏をど

うやって作り出していくか。ᐃᩘは、下ࡆた

らなかなかᐃᩘはୖࡆられないんです。ᐃᩘ

をୖࡆることも大かもしれませんし、ୖࡆ

られないሙྜはいろんなけを⪃えるᚲ要

がある。 
そして、ሗ㓘やᐃᩘは議員のものࡌゃない、

住民のものだと思うんです。だから住民と୍

⥴に⪃える。㏫に住民も自ศが出るとなれば、

どれぐらいのሗ㓘がᚲ要かどうかというのを

自ศの❧ሙから⪃えるᚲ要があるんࡌゃない

かという、基本的なぢ方です。 
ᐃᩘについては、今まではேཱྀでᐃᩘをỴ

ていたんですが、㧗度⤒῭成長でேཱྀがቑࡵ

えたのにᐃᩘはῶった。ࡌゃあேཱྀにẚて、

それが住民ఱேにつきఱேという議論が今、

成り❧つのかどうかということですね。 
もう 1 つูの論Ⅼとして私も言ってきた
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ᾆᖠ町議会が、ᐇ㝿は議会ົᒁですが、講

ᖌをົࡵて 5 回テーマで、㑅ᣲに㛵ᚰのあ
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後に議員のබ⣙についてຮᙉ会をやらないの

かということです。議員ྠኈでなࡐຮᙉ会を

やらないのかなと思います。その୰でいいも

の、あるいは自ศとఝているようなものがあ

れば୍⥴になってᨻ⟇ができるんࡌゃないか。

㑅ᣲ後すぐの⮫会で自ศたちのබ⣙をᣢち

ᐤって、その୰で議論することによって、ఱ

が今、大なのかどうかということでඹ㏻認

識をᣢっていくということが大なんࡌゃな

いかと思います。 
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2019 年 5 月 7 日神奈川県地域労働文化会館において 2019 年度第 1 回自治のあり方研究会が開催

され、元読売新聞東京本社編集委員のジャーナリストで、神奈川自治研センター研究講師でもある

青山彰久氏より「沖縄の自治の魂―歴史と文化の視点から国と地域を考える―」をテーマに報告を

いただいた。以下は、当日の講演内容をもとに青山氏が執筆したものである。 
 
１．「沖縄を考える」という行為  

 
「沖縄ノート」の言葉 

 「沖縄を考える」とはどういうことか。作

家の大江健三郎は 1969 年 8 月、雑誌『世

界』で「沖縄ノート」の連載を始め、沖縄の

政治状況に深く関わりつつ、沖縄の苦悩と精

神を共有しようと苦悶した。ここ数年間、沖

縄に通いながら、一度は読んだはずの「沖縄

ノート」の再読に迫られ、当初は何気なく読

み飛ばしていた言葉が、改めて重く迫ってく

るのに気づいた。例えば、こんなフレーズが

ある。 
 「僕は沖縄へなんのために行くのか、という僕自

身の内部の声は、きみは沖縄へなんのために来るの

か、という沖縄からの拒絶の声にかさなりあって、

つねに僕を引き裂いている。（略）沖縄へ行くこと

はやさしくはない、と僕はひそかに考える。沖縄へ

行くたびに、そこから僕を拒絶すべく吹きつけてく

る圧力は、日ましに強くなると感じられる。この拒

絶の圧力をかたちづくっているもの、それは歴史で

あり現在の状況、人間、事物であり、明日のすべて

であるが、その圧力の焦点には、いくたびかの沖縄

への旅行で、僕がもっとも愛するようになった人々

の、絶対的な優しさとかさなりあって、したたかな

拒絶があるから、問題は困難なのだ。僕はかれらを

なお深く知るために沖縄へ行こうとする。しかし、

かれらをより深く知ることとは、かれらが優しく、

かつ確固として僕を拒絶していることを、絶望的な

ほどにもはっきりと認識することなのだ。（略）日

本人とはなにか、このような日本人ではないところ

の日本人へと自分をかえることはできないか、と思

いつめて走り廻っているのだ」1 

ねじれるような表現で苦悶した半世紀前の

大江の言葉に吸い込まれる。そこには厳しい

問いがある。豊かな琉球文化に同化の圧力を

かけたのは誰だったのか、死んだ場所もわか

らず遺骨も戻ってこない凄惨な戦場にしたの

2019 年度第 1回自治のあり方研究会（2019 年 5 月 7 日） 

 

沖縄の自治の魂 

―歴史と文化の視点から国と地域を考える― 

 

元読売新聞東京本社編集委員／ジャーナリスト 青山 彰久 

 
 写真スペース 
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は誰だったのか、⡿㌷ᇶ地による≢⨥と⎔ቃ

◚ቯを▱りながら沖縄ᕧ大なᇶ地を集⣙し

てᢲしつけてࡁたのは誰だったのか。 
「沖縄のே間でもないே間」が沖縄を考え

る⾜Ⅽとは、大江が┤ឤしたように、自ศの

Ꮡᅾを問い┤し、日本と日本ேをワ問しなが

ら、「そうではない日本と日本ே」を考える

ᡭがかりをồめることなのかもしれない。 
 

「沖縄」を㉸えて 

かつて「沖縄」という言葉があった。こ

れは、沖縄ேではないே間が、⇕にかかっ

たように沖縄にྲྀり៰かれ、沖縄問㢟を྿⫈

してṌࡁ、ᵝࠎなかたࡕでかかわࢁうとࡍる

精神の状ែをいう。この言葉は、東大⥲㛗だ

ったⱴㄔྖが 1960 年の講演で、沖縄のこと

を考え⥆ける「沖縄」を日本ே㒊にఏᰁ

さࡏたい、と㏙たのが᭱初だとされる 2。 
文化ே㢮Ꮫ⪅のᮧẎによれば、この「沖

縄」にはつのឤᰁ⤒㊰がある 3。一つは、

沖縄のள⇕ᖏの豊かな㢼ᅵと文化に㨩ࡏられ

ていく㐨。ᒸ本ኴ郎は「それは一つのᜊのよ

うなものだった」として沖縄文化についての

⇕い࣏ࣝࣝタージࣗを᭩いた 4。このឤᰁ⤒

㊰は 1980 年௦以㝆、Ᏻᐊ奈⨾ᜨなど沖縄ฟ

㌟のḷᡭらのⓏ場などを通じ、沖縄の⏕ά文

化ࡸⱁ⬟の関ᚰの㧗まりとⓎᒎした。

ᮧẎはこれを「ṇの沖縄」とྡけた。 
問㢟は「㈇の沖縄」とばれるもう一つ

の⤒㊰である。それは、「戦தのᓥ」「ᝒ

のᓥ」「ᶆのᓥ」という言葉に௦表される

ように、ᅄேに一ேがをⴠとした沖縄戦の

グ㘓とグ᠈からࡧ㉳こされる。これは、戦

ἐ⪅の៘㟋にとどまらず、戦ᚋは新᠇ἲも㐺

⏝されず、ᇶ本ⓗேᶒをไ㝈ࡍる⡿㌷政ᶒ

の下でᢚ圧された「⡿㌷ᇶ地のᓥ」の関ᚰ

しは㌟ࡊとつながった。ただし、そのまな

ᡭなものだった。国家のために沖縄が≛≅

になったとㄒり⥆けたಖᏲ政治家の一㒊は、

「苦労した沖縄のために何かしてࡸりたい」

とㄒったが、それは沖縄のேࠎを㧗みからぢ

下ࡍࢁᗊㆤ⪅の言葉だった。方、ᖹをၐ

える㠉新ໃ力の一㒊は「本ᅵの沖縄化にᑐ

る」とྉんだ。では、沖縄の苦悩をどう考ࡍ

えていたのだࢁうか。このスࣟー࢞ンは↓㐲

៖で、沖縄のேࠎを深いとこࢁでയつけてい

た。ከくの沖縄のேࠎはࡸさしい。しかし、

半世紀前の大江がぢᢤいたように、沖縄の

ேࠎの᰿ᗏには「⤯ᑐⓗなඃしさ」と重なり

ྜって「ᣄ⤯」があるようにみえる。 
沖縄にྥかうほගᐈはቑえ⥆けている。

2018 年に 984  2000 ேをグ㘓した。しか

し、それとはᑐ↷ⓗに、沖縄と日本政ᗓとの

関ಀは㐣ཤにないどの༴ᶵに┤㠃している。

沖縄を苦しめる᭱大の問㢟は、ᕷ⾤地の真ん

୰にあるᬑኳ間飛⾜場を㛢㙐ࡍる᮲௳として、

㎶㔝ྂ新ᇶ地のᘓタがᢲしけられているこ

とだ。そのᇶ地はᡂࡍれば⪏⏝年数が 200
年になる。日⡿୧政ᗓは、⡿㌷が沖縄ᨭ㓄の

大⩏ྡศにしてࡁた⡿ࢯ෭戦が⤊↉したのに

沖縄に⡿㌷ᑓ⏝༊域の 7 を集୰さࡏてい

る。日本政ᗓは「沖縄にᐤりῧう」などとい

う✵な言葉を⧞り㏉し、㎶㔝ྂ新ᇶ地のᘓ

タをᙉ⾜している。「青いᾏ、ⓑい◁の沖縄

は⒵される。でも、⡿㌷ᇶ地の㈇ᢸは方が

ない」などと言いつつ、ぢࡩࡠりをした௦

を⤊わらࡏたい。「日本の問㢟」「自ศたࡕ

の問㢟」として沖縄の苦悩とṇ㠃からྥྜࡁ

わなければならない。 
 

つの視点 

政ᶒ㏉㑏から 2022 年で 50 年になるい

ま、沖縄を考えることは、⋤ᗓ௦からの豊

かな文化をみつめ、沖縄をᵓ㐀ⓗにないがし

た「日本（ࣖマト）」と「日本ேࡁにしてࢁ

（ࣖマトンࣗࢳー）」のጼをり㏉り、沖縄

にᏛࡧ、自らのᏑᅾを問い┤ࡍことだࢁう。 
沖縄を考える視点は、ᑡなくともつある。
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第一は、┠をそࡴけたくなる沖縄と日本政ᗓ

の関ಀを┤視し、「のしかかるࣖマト」と表

現されるこのែがなࡐ㉳ࡁるのかを考え始

めること。第は、琉球࣭沖縄を同化さࡏる

ഃに❧ってࡁた歴史とᵓ㐀を▱ること。その

ୖで、第三に、沖縄を㙾として、┠ᣦࡁࡍ

日本のጼを「同化とᨭ㓄」ではなく「ከᵝな

自↛࣭歴史࣭文化࣭地域࣭政治ពᛮの連ྜ

య」としてᵓࡍること。第ᅄは、そうした

ᵓのᇶ┙となる「⏕άと文化の場所として

の地域」のᛮを沖縄からᏛࡪこと。そこか

ら、日本と日本ேがᛀれかけた「地域」のព

、地域の᰿ᗏにある「自治」ࡸ「共同య」

のពがみえてくる。そして、第として、

るࡍの㌷ᣑ➇தをᢚṆジ沖縄を東ࢁしࡴ

ᣐ点にࡍるᮍ᮶をᵓࡍることだࢁう。 
 

㸰．「2019 ┴Ẹᢞ⚊」がㄒったもの  

 
（1）␗化の⇿Ⓨ――ᇛ❧⿱の視⥺ 

日本にとって沖縄とは何か、沖縄にとって

日本はどんなᏑᅾか。2019 年 2 月 24 日に

⾜われた県Ẹᢞ⚊を通じて、沖縄のேࠎはこ

の᰿※ⓗな問いを日本に✺ࡁけたようにみ

える。県Ẹはこれまで、⾗ཧ୧㝔の㑅ᣲࡸ

度にわたる▱㑅で、日本政ᗓがᬑኳ間飛⾜

場の᧔ཤとᘬࡁえにྡㆤᕷ㎶㔝ྂに新ᇶ地

をᘓタࡍることにᑐࡍるᑐを間᥋ⓗに♧し

てࡁた。しかし、回ばかりは日本政ᗓの方

㔪を᫂☜にᣄ⤯ࡍるពᛮ表♧をした。 
県Ẹᢞ⚊にேࠎがどんなᛮいを込めるのか

が▱りたくて㑣ぞにྥかった。ᢞ⚊日を 2
日ᚋに᥍えた『琉球新報』（2 月 22 日

け）一㠃トࣉࢵには㦫いた。「県Ẹᢞ⚊とい

う大ࡆんか㸭政ᗓに売るまでᡂ㛗した」のぢ

ฟしで、沖⧘᭱初のⰰ川㈹作家࣭大ᇛ❧⿱

（93）が、回の県Ẹᢞ⚊を沖縄の㏆現௦

史の୰に⨨づけてㄒる࣓ࢵセージがᥖ載さ

れていたのである。大ᇛのなンタࣗࣅ

ーでもなければ本ேが執筆したホㄽᙧᘧでも

なく、大ᇛの言葉をグ⪅がᵓᡂした␗例のス

タࣝだった。しかも、ᢞ⚊┤前のᥖ載であ

る。『琉球新報』にࡍれば、ᢞ⚊⾜ືに大ࡁ

なᙳ㡪をえることをᢎ▱で、沖縄の新聞と

してぬᝅをもった編集だったに㐪いない。グ

が「⸃ᦶのᨷ、琉球ฎศ、⡿⤫治下から

の日本ᖐなど、本ᅵの間で同化と␗化にᦂ

れてࡁた県Ẹ。『大ᡂ㛗』を㐙ࡆた県Ẹの

ᚋに大ᇛ氏はὀ┠している」というグ⪅の言

葉で⤖ばれていたことからもうかがえる。 
大ᇛによれば、♽国ᖐ㐠ື௦はもとよ

り、沖縄県Ẹは㛗らく、日本にᑐࡍるຎ➼ឤ

から₯ᅾⓗに日本同化しようともがいてࡁ

た。その苦悩を表現した元▱のす㖭㡰治は

「沖⧘のᚰ」とはの問いに「『ࡸまと࠹んࡕ

れないࡁになりたくてもなり『（日本ே）ࡹ

ᚰ」と⟅えた。しかし、80 年௦を㌿ᶵに

ேࠎは沖⧘の文化に自ಙをᣢࡕ始め、同化ᚿ

ྥではなくࢹンテテーをồめる「␗

化の作⏝」が始まった。文化㠃から始まった

が政治ⓗなものになり、「␗化」のពࡁື

をேࠎがᐇឤࡍるようになったのは 1995 年

の⡿රのᑡዪᭀ௳。これをᶵに、いつま

でもኚわらない⡿㌷ᇶ地のᏑᅾと⿕ᐖを再ㄆ

㆑した。この「␗化作⏝」がᛴ㏿に㐍んだの

は、2014 年の⩝㛗▱のㄌ⏕だった。「

ー」の言葉テンテࢹーよりࢠࣟ࢜ࢹ

が、沖⧘の「同化から␗化」の㌿に大ࡁ

なᙳ㡪をえた。日本政ᗓによるᵓ㐀ⓗᕪู

にᢠい、㎶㔝ྂの新ᇶ地ᘓタにᢠし、

「␗化の⇿Ⓨ」と言える㐠ືにⓎᒎした。 
大ᇛが『同化と␗化のはࡊまで』という本

をฟ∧したのは、沖⧘の政ᶒが日本に㏉㑏

された 1972 年 5 月。大ᇛはそこで㮵山௳

と沖⧘方言ุ 5 にᑐࡍる沖⧘ேのᛂが㕌

いことをჃいた。そのཎᅉは「『日本なしで

らࡁ⏕たい』という㢪ᮃと『日本なしでࡁ⏕

れるか』という問が共Ꮡしている」からで、

沖縄の自治の魂　15
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「このままでは「『⬺࢟࢜ナ࣡』と『ࣖマ

ト』の▩┪地ᖏをప㏞ࡍるばかり」だとして、

యⓗな沖⧘の☜❧をッえた 6。それから半

世紀。大ᇛは再ࡧ、かつてのᴫᛕをᥦ㉳し、

回の県Ẹᢞ⚊を「沖⧘がࡸっと地域のᏑᅾ

をかけて日本政ᗓとᑐᓖࡍるようになった」

と⨨づけたのだ。このᙉいㄽㄪに㦫いた。

これが㛗い間㍈でこのᓥのṌみと文化を考

え⥆ける沖縄ேのឤ៓なのだとᩍえられた。 
 

（2）「ノࣥ」のព思⾲♧ 

Ḽ႐よりもཝ⢔な✵Ẽ 

ᢞ開⚊の当日、㐣ࡂからの㞵がኤ方から

ᅵ◁㝆りにኚわった。県Ẹᢞ⚊を᥎㐍したᕷ

Ẹᅋయのົ所で開⚊をぢᏲった༗ᚋ 8 。

ᢞ⚊⥾めษりと同に報㐨ᶵ関が「ᑐ⚊ከ

数」と㏿報した。その▐間、ேࠎはᢪྜࡁっ

て႐ࡧを⇿Ⓨさࡏるとばかりᛮっていたのに、

ពእにも、㬆り㡪いたᢿᡭはࡄࡍにࡸんでし

まった。そのᚋ、ᠱᛕされたᢞ⚊⋡が 50㸣
を㉸えたとわかっても、ᙇりワめた✵気がࡸ

わらࡄことはなかったようにみえた。 
もࢁࡕん、ேࠎはᑐ⚊がୖ回ったことを

႐んでいた。だが、何かが㐪った。それは厳

⢔なぬᝅのようなものだったかもしれない。

ᵝࠎなத点がある通ᖖ㑅ᣲとは␗なり、㎶㔝

の新ᇶ地ᘓタの㠀の一点に⤠って政ྂ

ᗓ࣭ඪの方㔪をᣄ⤯ࡍるពᛮを♧したこと

の「重み」をឤじていたのだࢁう。現状をぢ

る㝈り、沖縄のពᛮをᑛ重ࡍるような政ᗓ࣭

ඪの状ែではないと誰もがわかっていた。

それだけに、これからᚅཷࡕける㐨の㝤しさ

をከくのேがឤじていたようにもみえた。 
 
༴ᶵをり㉺えた┴ᐇ 

開⚊⤖ᯝによれば、⡿㌷新ᇶ地のᘓタにᚲ

せなᇙ❧にᑐが 43  4273 ⚊（72.15 %）、

㈶ᡂが 11  4933 ⚊（19.10 %）、どࡕらで

もないが 5  2682 ⚊（8.75 %）。ᢞ⚊㈨᱁

⪅⥲数にᑐࡍるᢞ⚊⋡は 52.48 %だった。 
ᢞ⚊⋡は、㐣ཤ回の▱㑅23、ࡸ 年前

（1996 年）に⡿㌷ᇶ地の⦰ᑠᩚ⌮をồめて

ᐇした県Ẹᢞ⚊のᢞ⚊⋡（59.53 %）も下

回った。「どうしようもない現ᐇ」と「┠ᣦ

までከくの県Ẹが苦悩しࡊᮍ᮶」のはࡁࡍ

ていることのあらわれかもしれない。 
しかし、この県Ẹᢞ⚊は「ヰそうᇶ地のこ

と、Ỵめよう沖⧘のᮍ᮶」と、ⱝい世௦のኌ

を㉳点にⲡの᰿レࣝ࣋の㐠ືで始まっただけ

に❧ὴなᢞ⚊⋡である。このᢞ⚊には沖⧘の

ேࠎの「自ศたࡕのᮍ᮶は自ศたࡕでỴめ

る」という自治のពᛮが込められていた。 
そもそも、県ᐇが⤯ᮃ視された༴ᶵを

り㉺えた県Ẹᢞ⚊だった。ᢞ⚊┤前、㤳㛗

が政ᗓ࣭ඪに㏆いᐅ㔝‴࣭▼ᇉ࣭ᐑྂᓥ࣭

沖⧘࣭うるまのᕷが「እ࣭Ᏻಖ政⟇は国

のᑓ⟶㡯」「県Ẹᢞ⚊は⛯㔠の↓㥏㐵い」

としてᢞ開⚊ົに༠力しないと表᫂し、

県ᐇが⤯ᮃ視されていた。この、「県Ẹ

ᢞ⚊を㐍める会」は、⤊戦┤ᚋのᖇ国㆟会で

沖縄県Ẹのᢞ⚊ᶒがṆされた歴史をᛮいฟ

し、「ᢞ⚊ᶒはえられるものではなく、自

ศたࡕでかࡕとるもの」とッえていた。 
沖⧘には㑅ᣲᶒをዣわれた歴史がある。

1945 年 12 月、第 89 回ᖇ国㆟会はᖇ国᠇ἲ

改ṇを日本国᠇ἲとしてᑂ㆟ࡍる㆟会をᵓ

ᡂࡍるために「⾗㆟㝔㆟員㑅ᣲἲ改ṇ」を

ᡂ❧さࡏた。このἲᚊは、初めてዪᛶཧ政ᶒ

をᐇ現さࡏたことで▱られるが、㝃๎では、

⡿㌷に┤᥋༨㡿された沖縄での⾗㝔㑅につい

て「ສ௧をもってᐃࡴるまでは㑅ᣲはこれを

⾜わず」とᐃめ、沖縄県Ẹの国政ཧຍᶒをᪧ

᳜Ẹ地ฟ㌟⪅の㑅ᣲᶒとともにṆしたのだ

った 7。日本国᠇ἲは国Ẹᶒをཎ⌮としな

がらも、そのไᐃ㐣⛬で沖⧘から௦表ᶒ࣭㑅

ᣲᶒをዣってᡂ❧さࡏていたのである。 
「県Ẹᢞ⚊を㐍める会」は、沖⧘にとって

㑅ᣲᶒがどれどᑛいものかとᙇした。そ
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の⤖ᯝ、ᕷのఫẸから「ఫんでいる地域に

よってᢞ⚊でࡁないのはなࡐか」と問がᗈ

がった。⤖ᒁ、県Ẹᢞ⚊の㑅ᢥ⫥に「どࡕら

でもない」をධれてጇ༠がᡂ❧し、県での

ᢞ⚊ᐇがᐇ現した。そこには苦㞴の戦ᚋ史

をᛀれず、Ẹ⩏と自治をồめる沖縄の

ேࠎのᙉいពᚿがあったようだ。 
 
⇿Ⓨした対⚊、ともに⏕きる思 

回の沖縄県の県Ẹᢞ⚊᮲例では、「本௳

ᇙめ❧てにᑐࡍる㈶ᡂのᢞ⚊の数またはᑐ

の⚊の数のいずれかከい数が、ᢞ⚊㈨᱁⪅の

⥲数のᅄศの一に㐩したとࡁは、▱はその

⤖ᯝをᑛ重しなければならい」とつᐃしてい

た。そのため、ᑐ⚊がそのつᐃ数に㐩ࡍる

かが大ࡁな↔点だった。㎶㔝ྂ新ᇶ地を容ㄆ

る自Ẹඪとබ᫂ඪは、「㟼ほ」というスタࡍ

ンスをとり、ᢞ⚊⋡をప下さࡏてᑐの⤯ᑐ

⚊数をᢚえようとした。しかし、開⚊の⤖ᯝ、

「ᑐ」の⚊数はᢞ⚊有㈨᱁⪅⥲数の 37㸣
をୖ回る 43 ⚊を㉸えたのだった。 
このᑐ⚊数は 2018 ▱㑅での⋢ᇛ▱

の⚊をୖ回り、2014 ▱㑅でのᨾ࣭⩝㛗▱

の⚊よりもከい。県Ẹᢞ⚊が県Ẹのពᛮを

一ẁとᅛめたとみなければならない。 
地元⣬と共同通ಙがᐇしたᢞ⚊当日の

ฟཱྀㄪᰝの⤖ᯝによると、世௦で「ᑐ」

が 7 を㉸えた。沖⧘ᓥから㞳れたᐑ࣭ྂ

ඵ重山をྵめ、41 ᕷ⏫ᮧのࡍてで「

ᑐ」が「㈶ᡂ」をୖ回った。ᢞ⚊ᐇが༴ࡪ

まれたᕷもྵめ、大東ᮧを㝖く 40 ᕷ⏫

ᮧで「ᑐ」がᢞ⚊⥲数の半数を㉸えた。 
≉筆ࡁࡍは、㎶㔝ྂの現場のྡㆤᕷはも

とより、ᬑኳ間ᇶ地をᢪえるᐅ㔝‴ᕷでも、

ᑐ⚊が 66.4㸣に㐩したことだ。ᐅ㔝‴の

ఫẸは「㎶㔝ྂに新ᇶ地がでࡁなければᬑኳ

間はᅛᐃ化される」という日本政ᗓのᙇに

苦悩したに㐪いない。その㏞いはᢞ⚊⋡のఙ

⤖悩みにもあらわれていた。しかし、このࡧ

ᯝは「ᬑኳ間ᇶ地をなくࡍために新たな㈇ᢸ

を㎶㔝ྂに㌿᎑したくない」「苦しみを同じ

ᓥの୰でᢲしつけྜいたくない」というពᛮ

だとゎ㔘でࡁる。この点に、ともに⏕ࡁるこ

とをᇶ┙にした沖縄の自治のᚰをឤじる。 
 
༢⣧ではない人々の思い 

もっとも、ᑐ⚊のከさをᡭᨺしで႐ࡪの

も㍍⋡だࢁう。ேࠎのᛮいは༢⣧ではない。 
開⚊⤊ᚋにった深ኪのタࢩࢡーの୰で、

㐠㌿ᡭの⏨ᛶは「㎶㔝ྂにᑐしても、ඛの

ぢ通しがない。ᬑኳ間の⛣タは何年ඛのこと

かわらない。はっࡁりしているのは、ࡸがて

の㤳┦もᐁᡣ㛗ᐁもいなくなって誰も㈐௵

をྲྀࢁうとしないことだ」とつࡸࡪいた。⤖

ᒁ、この⏨ᛶは県Ẹᢞ⚊はᲠᶒしたという。 
ⱝい世௦も一ᵝではない。一連のྲྀᮦでἩ

まったのは、⡿㌷ᇶ地がᯘ❧ࡍる沖⧘ᓥ୰㒊

の㇂⏫のᏳᐟ。࿘ᅖは⡿㌷関ಀ⪅の家にᅖ

まれ、ࣛー࣓ンᗑもࣝࢻでᨭᡶえ、ᘓ≀のྥ

こうにᡭ⣡ᇶ地に╔㝣ࡍる戦㜚ᶵのጼがみ

える。ᐟの࢝フ࢙では前ኪ 10 まで㌷関ಀ

⪅が大㡢㡪を❧ててࣃーテーをࡸっていた。

「ᇶ地のᓥ」をᐇឤさࡏる場所だった。ఫẸ

ᢞ⚊から一ኪ᫂けたᮅ、このᐟで働く 30 ௦

の 2 ேとヰし、」雑なᚰቃの一➃をឤじた。 
一ேは、「ᢞ⚊に⾜った方がいいとᛮった

けれど、ᛁしくて⾜ってられなかった」とヰ

しながら、まだᐈの᮶ないᗑの㝮で、三⥺を

つまࡧいていた。もう一ேは、「ನはᗑの

のྜ間にᮇ日前ᢞ⚊に⾜った」といい、ᢞ

⚊⤖ᯝをఏえる新聞を読んでいると、⫪㉺し

に「歴史ⓗなことが㉳ࡁたんでࡍよね、その

新聞、ನにくれまࡏんか」と言ってࡁた。

ேともὶᬸなⱥㄒで࣓リ࢝ேをあしらいな

がら、⡿㌷ᇶ地とともに⏕ࡁていた。そして、

沖⧘のࢹンテテーと沖⧘のᮍ᮶を考

えていた。 
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ᢞ⚊⤖ᯝの本㉁ 

回のᢞ⚊⤖ᯝの本㉁は何か。それは、㎶

㔝ྂ新ᇶ地のᘓタをᣄࡴ沖縄県のᙇを᩺け

た⚟ᒸ㧗㑣ぞᨭ㒊のุỴ（2016 年 9 月）

を読み┤してみれば、はっࡁりࡍる。 
このの㧗ุỴは、新ᇶ地の㠃✚が⛣㌿

るᬑኳ間飛⾜場の半ศ以下であってయとࡍ

してみれば沖縄県のᇶ地㈇ᢸにつながるとᣦ

したୖで、「新ᇶ地にᑐࡍるẸពにはἢ

わないとしても、ᬑኳ間飛⾜場などそのの

ᇶ地㈇ᢸを㍍ῶをồめるẸពにࡍるとは言

えない」「୧⪅が⪅ᢥ一の関ಀにあること

を前ᥦとしたẸពがいかなるものであるかは、

ドᣐୖ᫂らかではない」とした。つまり、沖

⧘の「Ẹព」とは、ᇶ地㈇ᢸయの㍍ῶをồ

めることをᣦࡍのか、㎶㔝ྂの新ᇶ地ᘓタ

ᑐをᣦࡍのか、ἲᘐでのᘚㄽࡸドᣐ᭩㢮で

ははっࡁりしない、とᣦしていたのである。 
このุỴ文を㋃まえれば、回の県Ẹᢞ⚊

の⤖ᯝは、沖縄のẸពは「ᇶ地㈇ᢸのయの

㍍ῶ化」と「㎶㔝ྂ新ᇶ地ᑐ」の୧方であ

ることをはっࡁりと♧したといえる。したが

って、沖縄県Ẹは、「㎶㔝ྂのᇙめ❧てがᬑ

ኳ間の༴㝤をゎᾘࡍる၏一の㑅ᢥ⫥」という

政ᗓの方㔪にᚑわず、ᬑኳ間ᇶ地の᧔ཤから

㎶㔝ྂの新ᇶ地のᘓタという連㙐を᩿ࡕษ

って、ᬑኳ間のᏑ⥆にも、㎶㔝ྂの新ᇶ地

ᘓタにも、どࡕらもᣄྰࡍるពᛮを♧した―

―とゎ㔘ࡍるのが本➽である。 
この視点を᭕にࡍると、沖⧘で深้な内

㒊ᑐ❧が㉳ࡁ、方のពぢを「日本（ࣖマ

ト）」のே間が㒔ྜよくゎ㔘して、そのᑐ❧

を↽り❧てかねない。そうなれば、沖⧘の歴

史で何度も⧞り㏉されてࡁたように、ேࠎは

ᝒⓗにศ᩿されるおそれがあるといえる。 
 

 られたࡆトにᢞ࣐ーࣝはࣖ࣎（�）

沖縄問題ではない 

県Ẹᢞ⚊の⤖ᯝは、▱ࡸ県㆟会をἲⓗに

ᣊ᮰ࡍる力はない。しかし、Ẹពを深化さࡏ

た政治ⓗなពは大ࡁい。㎶㔝ྂ新ᇶ地のᘓ

タにᑐをᥖࡆて当㑅した⋢ᇛ▱は、新ᇶ

地ᘓタにᑐをၐえることのẸⓗṇ⤫ᛶを

ᚓて、ᚋの政⟇ᒎ開のཎື力とᚋࢁ┪をᡭ

にධれたことになる。その㏫に、日本政ᗓは、

㎶㔝ྂをᙉᘬにᇙめ❧ててᇶ地をᘓタࡍるこ

とのẸⓗṇ⤫ᛶをኻったことになる。 
日本政ᗓがẸ政治をṇᖖにᶵ⬟さࡏる政

ᗓであるならば、日⡿Ᏻಖ᮲⣙とそれにᇶづ

く日⡿地༠ᐃによってእ政⟇と㜵⾨政⟇

のỴᐃᶒが政ᗓにあるにしても、⡿㌷ᇶ地の

地元の県Ẹが᫂☜にᑐのពᛮ表♧をしたᢞ

⚊⤖ᯝを↓視していいはずがない、沖縄の

ேࠎの政治ពᛮを⡆༢に㋃みつけるなら、地

方自治のಖ㞀をᰕの一つとしている᠇ἲᵓ㐀

をṍまࡏていることになる。 
こう考えると、㎶㔝ྂ新ᇶ地のᘓタ問㢟は

「沖縄問㢟」ではなく、日本政治の問㢟であ

り、日本యの地方自治の問㢟になったとい

うことがでࡁる。「国⟇だから沖縄は国にᚑ

え」という政治ᡭἲは、Ẹ政治のྰᐃにな

る。2000 年ศᶒ改㠉で┠ᣦしたはずのศᶒ

ᆺ社会の₻ὶに㏫⾜ࡍる。日本の自治యయ

に関わる「国地方関ಀ」のほ点からも、回

のᢞ⚊⤖ᯝは重せなពをᣢつ。 
 

ఱが問ࢃれているのか 

 とこࢁが、ᒾᒇ㜵⾨┦は県Ẹᢞ⚊ᚋの 2
月 26 日のグ⪅会ぢで、県Ẹᢞ⚊の⤖ᯝをཷ

けṆめると言いつつ㎶㔝ྂのᬑኳ間⛣タの

方㔪にはኚわりなく、「沖縄には沖縄のẸ

⩏があるが、国には国のẸ⩏がある」

「国もẸⓗに㑅ᣲされた国会によって内㛶

がᵓᡂされ、の政ᶒは国のᏳಖ㞀に㈐௵

を㈇っている」と㏙た。 
 このⓎ言は、沖縄のேཱྀは日本の㸯㸣⛬度

にࡂࡍず、沖縄がẸⓗなᡭ⥆ࡁで♧した⤖

ᯝにも日本政ᗓはᙳ㡪されない、というព
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になる。このㄽ⌮が通⏝ࡍるなら、沖縄はỌ

㐲に報われない。沖縄㑅ฟの国会㆟員員が

ඪὴを㉸えてᑐしてもᵓ㐀ⓗに国会ではከ

数ὴになれないのだから、沖縄は「国のព

ᛮ」なるものにᚑえ、ということになる。 
 現場から考えれば、⡿㌷ᇶ地には地方自治

యの㆙ᐹのᶒ㝈࣭㒔ᕷィ⏬のᶒ㝈、⎔ቃಖ

のᶒ㝈もཬばない。እ国の㌷㝲を⨨くことは、

日本の୰に「自治యの自治ᶒがཬばない大ࡁ

な✵間」をタけて、地方自治をไ㝈ࡍる⾜Ⅽ

にかならない。自治ᶒをไ㝈ࡍるなら、そ

の場所࣭つᶍ࣭あり方は本᮶、「国政の重せ

㡯」として国Ẹయの問㢟として国会で㆟

Ỵしなければならない。┈を⿕るேࠎが

国Ẹయからみてᑡ数ὴであࢁうと、ᇶ地の

つᶍࡸタ⨨の㠀のỴᐃには、ᇶ地が❧地ࡍ

る自治యのఫẸのពぢを聞ࡁ、自治యと国の

⥭ᐦな༠㆟をᚲせとࡍる。そうでなければ、

地方自治をಖ㞀した᠇ἲが✵Ὕ化ࡍる。 
 沖縄が⤯ᑐⓗなᑡ数⪅であることを⏝し

て、一方ⓗに自治ᶒをไ㝈ࡍるែを㯲ㄆし

ていれば、ࡸがて同ᵝに「国┈」をりかࡊ

したᭀなᡭἲが、のศ㔝でも㐺⏝されか

ねない。「そんなことはありえず、沖縄だけ

は≉ูだ」というなら、日本にとっての沖縄

はᵓ㐀ⓗにᕪูࡍる場所ということになる。 
 なࡐ、沖縄で県Ẹᢞ⚊が⾜われたのか。⫼

ᬒには日本のᏳಖ㞀政⟇のࡦずみがある。

政治Ꮫ⪅のᮡ⏣ᩔがᣦࡍるように、日本の

Ᏻಖ㞀は「࿘㎶ㅖ国との΅の୰で、さま

るດ力ࡍで『Ᏻಖ㞀』を㏣ồࣝ࣋まなレࡊ

をࡏず、ただእ国の㌷タをᏑ⥆ࡍればそ

れで㊊りるとし、≉ᐃの地域にその㈇ᢸをᢲ

しける考え方 8」で一㈏してࡁた。そもそ

もఫẸᢞ⚊とは、「௦表Ẹ政ⓗなไ度が、

యのබ共ᛶというほ点を重視ࡍるあまり、

一㒊の地域に㐣重な㈇ᢸをᢲしけるែ度を

ྲྀり⥆け、Ẹ政が一✀の『ከ数⪅のᑓไ』

ともいうࡁጼをあらわしたから 9」という

ᮡ⏣のぢ方もうなずける。 
 

㸱．歴史࣭文化࣭地域  

 
（1）「地域⩏」の視点 

「地域」とはఱか――⋢㔝ⰾ㑻と沖縄 

地域とは何かを深くᛮ⣴した⤒῭Ꮫ⪅に⋢

㔝ⰾ郎（1918―1985）がいる。⋢㔝は

1967 年に「地域⩏研究集ㄯ会」をタ❧し、

国ྛ地で大会を開ࡁながら「地域⩏」を

ᥦၐした。「地方の௦」ではなく「地域の

௦」をၐえたのである。それは集ᶒᆺの⤒

῭ᡂ㛗政⟇でぢኻった社会を、ᗈ⩏の⤒῭Ꮫ

の視点からᤊえ┤し、「➼㌟大の⏕ά世界と

しての地域」から再ᵓ⠏ࡍる㐠ືだった。 
⋢㔝は東大を㏥ᐁᚋの 1978 年に沖縄国

㝿大Ꮫに㉱௵して沖縄にᬽらした。そこで、

はஸくなった新ᓮ┒ᬦࡸᒇẚら沖縄か

らのᛮをᙧᡂしたேࠎにᙳ㡪をえた。ま

た、௰地༤（現࣭沖縄大ᏛᏛ㛗）ら沖縄県内

の政治Ꮫ⪅ࡸ᠇ἲ研究⪅とともに「自治య᠇

ἲ」の研究会をつくり、1985 年に「⏕Ꮡと

ᖹを᰿ᖿとࡍる『沖縄自治᠇❶』（ᇶ本᮲

例）」をまとめた。沖縄に㌟を⨨いて自治

と地域を考えた⋢㔝のᛮ⣴はも新㩭だ。 
⋢㔝は自らᥦၐした「地域⩏」を、

「地域に⏕ࡁる⏕ά⪅たࡕが、自↛࣭歴史࣭

㢼ᅵを⫼ᬒに、地域社会と地域共同యに一య

ឤをᣢࡕ、（地域で共同ࡍる）⤒῭ⓗ自❧ᛶ

を㋃まえ、（ఫẸの自治によって）政治ⓗ࣭

⾜政ⓗ自ᚊᛶと文化ⓗ⊂自ᛶを㏣ồࡍるこ

と」とᐃ⩏した 10。 
この言葉は、ᑡなくともḟのように⌮ゎࡍ

ることがでࡁる。自治と地域のᇶ┙に自↛と

歴史と㢼ᅵがある。重せなことは、そこに⏕

άࡍるேࠎが一యឤをもって共同ࡍることだ。

そこでの自治には自ศたࡕのᮍ᮶は自ศたࡕ

でỴめてその⤖ᯝをᘬཷࡁける「自ᚊᛶ」が

大ษであるとともに、文化の⊂自ᛶを㏣ồࡍ
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ることがḞかࡏない。そのようなႠみの⯙ྎ

が地域であり、そこから社会を考えるのだ。 
この⋢㔝のᛮに⪥をഴけながら地域と

自治を考える、沖縄はከくのことをᩍえて

くれる。それは（1）いのࡕの౯್と沖縄戦

のグ᠈、（2）地域のṌみをグ㘓ࡍる精神、

（3）自↛と共同యが一つになった共同యの

Ꮡᅾ――がᡭがかりになる。 
 

（2）沖縄ᡓのグ᠈をཎ点に 

ᦶ文ோから⏕きṧった人 

 凄惨な地ୖ戦だった沖縄戦では、県Ẹのᅄ

ேに一ேがをዣわれ、140 ேを㉸える現

ᅾの県Ẹのࡰ員が自ศの♽∗ẕࡸ家᪘ࡸ

ぶᡉに戦死⪅をᢪえている。沖縄の地域ᛮ

の᰿ᗏに、この沖縄戦のグ᠈がある。 
⣒‶ᕷのᦶ文ோは、沖縄㜵⾨㌷の第 32 ㌷

の᭱ᚋのྖ௧㒊があり、ྖ௧ᐁが自Ỵしたこ

とから沖縄戦の⤊⤖を㇟ᚩࡍる場所とされる。

⡿㌷の集୰◙ⅆをᾎࡧ、琉球▼⅊ᒾのᒾがࡴ

、ฟしになるまで◚ቯされて真っⓑになりࡁ

数えษれないどのேࠎがಽれた。そのᦶ文

ோからወ㊧ⓗに⏕㑏したேに会ったことがあ

る 11。㤳㔛にᬽらྜྷࡍᕊ一（87）である。 
沖縄戦の年に 12 ṓだったྜྷᕊは、㤳㔛の

家からẕぶと♽ẕとの三ேでࡦたࡍら༡㏨

ᝨい、᭱ᚋにたどり╔いたのがᦶ文ோだっࡆ

た。㝣からᾏから◙ᙎが㞵のように㝆りὀࡂ、

あたりはኰしい数の死㧁がこࢁがった。᭹の

ษれ➃だとᛮって㋃ࡴと、それはࡂࡕれたே

間のᡭ㊊。⏕⢋の琉球ேだった♽ẕは、ナࣃ

ー࣒ᙎのⅆにྥかって「ⅆの神ᵝ、そこでṆ

まっておຓけください」とᡭをྜわࡏた。㏆

くにいた日本රは「わーっ」とྉࡧながらⅆ

だるまになって死んでいった。その୰をかࢁ

うじて⏕ࡁᘏࡧ、ᒾ㝜からฟたとこࢁを⡿ර

にᤕえられた。71 ṓだった♽ẕは「ࢧࢡ

ー、ࢵ࣡࢘トナࣖー（戦தが⤊わった）」と

つࡸࡪいたが、⾶ᙅしてయもືかなかった。 

⡿㌷のトࣛࡸࢡࢵ㌷Ⰴにࡏられ、沖縄ᓥ

㒊の容所に連れて⾜かれた。そこでも数

えษれないどの数の死をみた。♽ẕはそこ

でᜥ⤯えた。容所の同じᑠᒇにいたのは、

年⪁いた♽ẕとẕぶをஸくしたᏞᅄேの家᪘

だったが、ࡸがて♽ẕとேのᏊ౪が㣹死し

た。ྎ㢼にくわれた日の⩣ᮅ、㎶をみて度

⫢をᢤかれた。容所で死ஸしてᾏ㎶にᇙⴿ

されていた遺యがࡍてἼで᥀り㉳こされて、

ᾏ一㠃に死㧁がᾋかんでいた。それはᦶ文ோ

でぢた死㧁の山よりከかった。 
⩣年ኟ、ࡸっと㤳㔛に戻り、Ꮫᰯに通い┤

し、༞ᴗᚋは、⏕ࡁるためにᚲ死にⱥㄒをᏛ

んで⡿㌷ᇶ地で働いた。 
戦ᚋ 40 年┠の 1985 年、ᦶ文ோで自ศた

をᨷめた⡿රに会う⩚┠になった。日⡿ྜࡕ

同៘㟋⚍で᮶沖した㏥ᙺᚋのᙼらの内ᙺに

さࡏられたのだ。「あんなにめࡷࡕくࡷࡕに

ᨷᧁしたのに、よくຓかった」「⏕ࡁていて

よかった」。ᙼらはそうㄒってᡭをྲྀった。 
られた。ぶしくなっࡏがて㦫くものをぢࡸ

た元රኈの一ேが、ฟ会いから数年たって᮶

日した㝿、「沖縄戦に✺ධࡍるとࡁ、ನたࡕ

はୖᐁからこんなものをΏされていたのだ」

と、ྂࡰけた࢝ーࢻをぢࡏた。そこに᭩かれ

ていたのは「JAP HUNTING LICENSE」

の文Ꮠ。「日本ே㔝郎の⊁⊟チྍド」である、

Ⓨຠ日は真⌔‴ᨷᧁの「1941 年 12 月 8
日」、有ຠᮇ㝈は「⤯⁛まで」。これを自ศ

にぢࡏた元රኈは言った。「戦தをࡍると、

ே間はⓙ、とんでもない⋇になるよ」と。 
ᩛであれ方であれ、ே間をே間でなくし

てしまうのが戦தだ、ᙼらをチそうとᛮう、

でもあの戦தはᛀれない。ྜྷᕊはそう言った。 
 

 を᥀り⥆ける人࣐࢞

沖縄ᓥは୰㒊ࡸ༡㒊を୰ᚰに、数年前の

地㉁௦、ࢧンࢦ♋をᙧᡂした⏕≀の▼⅊㉁

の死㧁が集✚࣭㝯㉳したྎ地にそわれている。
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それらが㣗され、あࡕこࡕに᩿ᒙ࢞」、ࡸ

マ」とばれる自↛Ὕ❍がある。これが戦

୰の日本㌷の㝕地となり、ேࠎの㑊㞴場所に

なった。戦தが⤊わった、࢞マには大㔞の

死యがᶓたわっていた。沖縄戦の死⪅のṇ☜

な数はいまもわからず、集めࡁれない遺骨も

ᛀれられている。その࢞マにṧる↓ྡの遺骨

を↓報㓘で᥀り⥆け、ᦶ文ோのୣにある「沖

縄県戦ἐ⪅遺骨報センター」に⣡骨し⥆け

ているேに会った。「࢞マフࣖー」（࢞マを

᥀るே）というྡの NPO をタ❧して、その

௦表をົめるලᚿሀ㝯ᯇ、65 ṓである12。 
戦தが⤊わって᭱初に遺骨を集めて៘㟋ሪ

をᘓてたのは、地ୖ戦を⏕ࡁᘏࡧた地域の

ேࠎだった。しかし、集ⴠ࿘㎶で骨ࡍるの

が精一ᮼで、᳃のዟ࢞ࡸマにある↓数の遺骨

はᛀれられがࡕだった。ලᚿሀらが᥀りฟし

ているのはそういう遺骨なのである。 
ලᚿሀは、これまで᥀りฟした遺骨のᶍᵝ

をヰしてくれた。遺ရとともにぢつかる遺骨

は、「一ே一ேの死の▐間」を≀ㄒるという。

㯮くてᰂらかいⅣのようなものがワまった㕲

ᖗがあった。それは⡿㌷のⅆ⅖ᨺᑕჾでⅣ化

☇Ⲕみの。るまで↝かれた㢌骨だったࡍ

にᡭをఙばしたままの遺骨もあった。それは、

ℜ死の重യを㈇い、㐠ばれた࢞マでỈをồめ

ながら⤯したே間の骨だった。○けた骨┙

骨と一⥴に大⭣骨と⭸の骨の୧➃だけが⫼ࡸ

ฟてࡁたこともある。そのேは、ṇᗙをして

⭡の前でᡭᵄᙎを⇿Ⓨさࡏ自Ỵしたことを♧

していた。骨と一⥴にᪧไ୰Ꮫのไ᭹の࣎タ

ンがぢつかったこともある。「㕲⾑ⓚ㝲」

としてᏛᚐື員されたᑡ年の遺骨だった。⣒

がᕳࡁけられた㖹㖡㈌ࡸ、沖縄のዪᛶが

うかんࡊし（ジーフー）が骨と一⥴にฟ

てࡁたこともある。それらはẕࡸጜጒが↓

を♳ってᣢたࡏたおᏲりだった。 
ලᚿሀに連れられ 2 日間、沖縄ᓥ༡➃の

マで遺骨を一⥴に᥀ってみた。内㒊は日の࢞

ගもᑕさない㜌だった。ࣛトで↷らࡍとቨ

㠃は真っ㯮。それは⡿㌷のⅆ⅖ᨺᑕჾで↝か

れた㊧なのである。ᅵを᥀った。大ࡁな骨は

ฟてこなかったが、Ⲕ〓Ⰽになったᣦなどの

ᑠさな骨がいくつもぢつかった。そこには、

「㢌で⌮ゎしようとࡍる戦த」ではなく、

「自ศのᡭでさわってឤじとる戦த」があっ

た。その࢞マで᥀りฟしたேศの骨がධっ

た⿄を୧ᡭでᢪえてみた。ズࢩリと重く、⿄

の୰の遺骨がယれにᛮえてならなかった。 
「どの遺骨も、『戦ἐ⪅』というᢳ㇟ⓗな

言葉では表現でࡁない『一ே一ேのලయⓗな

死』を≀ㄒっている。これが戦தのᐇ┦だ。

なࡐ、こんな死に方をしなければならなかっ

たのか。戦場での死に、㟹国神社に♭られる

『ⱥ㟋』などと㈶⨾されるような⳹ࡸかな死

など、あるはずがない」「誰の遺骨かわから

ない。どの遺骨も自ศの家に戻してもらって

いない。遺骨からኌが聞こえるようだ。あの

௦に⏕ࡁていれば、この骨は自ศだったか

もしれない」ලᚿሀはそうㄒった。 
これが沖縄で⏕ࡁるேࠎのᐇឤなのである。

「いのࡕを大ษに、ᖹと自治のᓥに」とい

う沖縄の地域ᛮは、このような現場から自

↛にୖࡁがっているとᐇឤした。 
 

（�）地域と自治の㊊㊧をグ㘓する⢭⚄ 

地域のࢸࢸࣥࢹー 

歴史とは、㐣ཤのᐇの༢なる集でもな

ければ、㐣ࡂཤった日ࠎをかしࡴだけもの

でもない。歴史をᏛࡪことは、現ᅾの⨨を

☜かめ、ᮍ᮶のᡭがかりをぢつけฟࡍ作ᴗだ

う。沖縄では、地域のṌんだ㐨をたどってࢁ

ḟの௦のᡭがかりを考える地域史づくりが

┒んで、それが自治のཎື力になっている。 
≉に、ᕷ⏫ᮧが編⧩ࡍる自治య史ばかりか、

1980 年௦以㝆は、「Ꮠ（あࡊ）」とばれ

る集ⴠにまで᥀り下ࡆ、「Ꮠ史誌」として編

るヨみがᛴ㏿にᗈがった。1988ࡍ⧩ 年に沖

沖縄の自治の魂　21
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縄県❧ᅗ᭩館が開催した「ᕷ⏫ᮧᏐ史誌関ಀ

㈨ᩱᒎ」でのᒎ♧┠㘓には、Ꮠ史誌として

64 点もᥖ載された。┤᥋のືᶵは、「戦前

の㈋ᅔ」「⛣Ẹ」「戦த」「⡿㌷⤫治下の苦

悩」「日本のᖐ」などᬽらしのᇶ┙の⃭

ኚにあった。୰にはᾆῧᕷのᑠ‴（こわん）

という集ⴠのように、1955 年から 13 年か

けてィ 5 にもなるᏐ史誌を編⧩したとこ

もある。戦前は㢼ග᫂なᅵ地だった「ᑠࢁ

‴」が沖縄戦で戦場と化し、ேࠎは容所に

集められ、しかも容所⏕άからࡄࡍに元の

ᮧに戻されず、新しい集ⴠをᘓタしていく。

その㐣⛬が、ᵝࠎな文Ꮠ㈨ᩱとఫẸの聞ྲྀࡁ

りで㊧づけられている 13。「自ศと自ศの地

域のṌんでࡁた㐨」をもう一度☜かめる作ᴗ

は、自↛にேࠎと地域の一యᛶをᙧᡂࡍるཎ

ື力になっていくのである。 
沖縄のேࠎはなࡐ歴史に㥑り❧てられるの

か。それは、沖縄がこの 140 年の間、自ら

の地域のྡ⛠が何度もኚえられたことと関ಀ

しているとぢることがでࡁる。᫂治⥔新ᚋの

「琉球ฎศ」（ᗫ⸬⨨県）で「琉球」が「沖

縄」にኚわり、沖縄戦で◚ቯされて⡿㌷に༨

㡿されて「沖縄」が再ࡧ「琉球」になり、

政ᶒの㏉㑏で「琉球」がまた「沖縄」と㌿

した。これが沖縄のேࠎのࢹンテテ

った。沖縄のᛮをࡪーをồめるᚰをᦂさ

研究ࡍる歴史Ꮫ⪅の㮵㔝政┤の言葉をりれ

ば、何度も⥆いた「世ኚわり」が沖縄のேࠎ

に「自ᕫㄆ㆑のヨ⦎」をもたらし、ேࠎを㘫

えた 14。そこから改めて沖縄Ꮫࡸ沖縄の地域

文化を再ᵓ⠏ࡍるືࡁが㧗まり、「自ศたࡕ

の地域のᮍ᮶を自ศたࡕでᥥく」という自治

 。のᛮいをᙉめていった
 

�� 年๓の集ⴠ日グを้した 

数ከくある地域史ᩱの୰でも、現௦の沖縄

が┤㠃ࡍる問㢟に┤⤖ࡍるーࣈ࢝スを作

っているのが沖縄ᓥ㒊のఀ江ᓥである。 

このᓥは、⡿㌷⤫治下の 1950 年௦前半、

沖縄で何が㉳ࡁているかがఏえられなかった

㡭、⡿㌷が㎰地をᭀ力ⓗにᙉไ⏝して、ࡸ

がて沖縄యをᦂるがࡍ「ᓥࡄるみ㜚த」に

Ⓨᒎした現場である。「とうとうஒ㣗になっ

てしまった。ஒ㣗をࡍるのはずかしい、し

かし、ᅵ地をྲྀりୖࡆてᡃࠎをஒ㣗にさࡏる

⡿㌷はもっとずかしい」。ఀ江ᓥの㎰Ẹは、

こう᭩いた࢝ࣛࣉーࢻをᥖࡆて沖縄ᓥのᕷ

⏫ᮧをṌいた。これが「ஒ㣗⾜㐍」とばれ

て沖縄ᅵで共ឤをࡧ、当のᭀな⡿㌷

にᑐࡍるᑐ㐠ືのⓎⅆ点になった。 
当の㎰Ẹの㜿Ἴ᰿ᫀ㬨（1901―2002）

が 1  3000 点もの㈨ᩱをṧしていた。沖縄

現௦史を研究ࡍる社会Ꮫ⪅、沖縄国㝿大Ꮫの

㫽山῟らが、その㈨ᩱをಖ⟶ࡍる「ఀ江ᓥ

戦㈨ᩱ館」と༠力して、15 年がかりで㜿Ἴ

᰿がṧしたࡍての㈨ᩱ┠㘓を作った。そし

て、1955 年当の㎰Ẹたࡕのάືをグした

一の日グを้࣭ฟ∧した 15。 
現ᅾの㎶㔝ྂ問㢟でも、圧力をຍえる日本

政ᗓに真っྥからᑐࡏず「地域の⯆」の

政⟇をᘬࡁฟしたうがᚓ⟇だ、というぢ方

がある。ᐇは、「༠力ࡍるから地域の⯆

を」というこのㄽ⌮は、⡿㌷がᑕ⇿場をᘓタ

るためにᅵ地の᫂けΏしをఀ江ᓥఫẸに通ࡍ

告した 1953 年当からあった。「㌷にᑐ

したらᓥの⯆がでࡁない、㌷からの㓄⤥≀

㈨が୰Ṇされる」「㌷に༠力ࡍるᮧはᜠが

あり、⯆が᪩くなる」というのがᓥのከく

のேࠎのཷけṆめだった。それは沖縄యを

そう✵気でもあった。しかし、そこから「自

力で⏕ࡁる」という方ྥ㌿じたのがఀ江ᓥ

の㎰Ẹであり、その⏕ࠎしいືࡁをఏえるの

が้ฟ∧された日グだった。それは「どう

ていくか、何にᕼᮃをồめたらいࡁ⏕ってࡸ

いか」というᏳࡸ苦しさの୰でも自❧ࡸ自

治の精神をᤞてなかったことをఏえる「⏕ࡁ

てࡁたあかし」だということがでࡁる。 
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㜿Ἴ᰿のⴭ᭩『⡿㌷と㎰Ẹ 16』の元になっ

ている集ⴠのᖖ会のグ㘓は、ᕷ㈍の A5 ∧ノ

ート（112 㡫）で、表⣬に「1955 年 4 月 28
日以㝆」とグされていた。日グが始まる┤前

の 3 月、⡿㌷はఫᏯをࢻࣝࣈーࢨーでቯし、

ⅆをᨺってᅵ地を᥋した。❓状をッえるఫ

Ẹの下に琉球政ᗓのᖿ㒊ら 17 ேがゼれたの

が 6 月 7 日。琉球政ᗓのᙺேは、⏕άಖㆤ

を⏦ㄳして当㠃の⏕άᡭẁを☜ಖしたらどう

かといった。日グにグされているのは、その

のఫẸの言葉である。「自力で⏕ࡁる。ᢇ

ຓをཷけるᚲせなし。᪩く（⡿㌷のᙇりᕠら

 「ことがඛỴだࡍた）㗰をእࡏ
日グには、㑣ぞの琉球政ᗓ㝞にいくた

めの㈨㔠をみんなでฟしྜったことを♧ྡࡍ

⡙が載っている。「ᮍ⣡」と表グされたேも

いて、その㈨㔠をฟࡏないேもいたᅔ❓ࡪり

をうかがわࡏる。そして、㝞の⤒㈝がヲ⣽

に࣓ࣔされ、㟁報、▼㮯、ࡕり⣬、ჯ、⡿、

かつお⠇͐͐など、㉎ධした≀ရの್ẁがグ

㘓される。⤒῭ⓗに苦しい୰で集めた㔠を大

ษにったことがఏわってくる。 
自❧をồめて⏕ࡁようとした㎰Ẹのありの

ままの⏕άグ㘓を読めば、「日本యのため

にከくの⡿㌷ᇶ地が沖縄にあるのは方がな

い」「沖縄のே間はᇶ地のおかࡆで⏕άして

いる」というⓎ言が、どれどᅵ地の歴史を

▱らず、沖縄のேࠎをയつけるかをᩍえる。 
 

┴❧බ文᭩㤋のーࣈ࢝ス 

社会とே間のṌみをグ㘓ࡍるためにಖᏑさ

れた文᭩ࣔࡸノを「グ᠈遺⏘」という。これ

を集࣭ᩚ⌮࣭බ開ࡍるタが「ーࣈ࢝

ス」（文᭩館）である。ーࣈ࢝スのᛮ

を⏕んだフࣛンスで 1988 年に国㝿文᭩館会

㆟が開かれた㝿、当の大⤫㡿ࢵ࣑テࣛンは、

スにえられた「グ᠈遺⏘」をࣈ࢝ー

「ᡃࠎが⏕ࡁてࡁたことのᏑᅾド᫂」、「⚾

たࡕの世界がどう⤌み❧てられているかを▱

るᡭẁ」と表現し、「ேࠎはそれを▱るᶒ

をᣢっている」と⤖んだという 17。㑣ぞᕷに

᥋ࡍる༡㢼ཎ⏫にある沖縄県බ文᭩館には、

このーࣈ࢝スのᛮがᜥづいている。 
沖縄県බ文᭩館は 1995 年、⣒‶ᕷᦶ文ோ

にタけた้㖭☃「ᖹの♏」と୪んで、ᨾ࣭

大⏣ᫀ⚽の▱௦の⫢いりで開館した。㒔

㐨ᗓ県❧のබ文᭩館としては国で 26 ␒┠

だが、その㨩力は、沖縄戦の前ᚋから 27 年

間にわたった⡿㌷⤫治௦の⭾大なグ㘓をಖ

Ꮡ࣭集していることにある。14 にの

か、⡿㌷ୖ㝣前のᅵる琉球政ᗓの文᭩のࡰ

地༊⏬ࡸ地⡠、༨㡿୰の⡿㌷タにおける㞠

⏝関ಀなど、࣡ࢩントンの⡿国❧බ文᭩館か

ら集した沖縄⤫治に関ࡍる⡿本国政ᗓ史ᩱ

治ᶵ関だった⡿Ẹ政ᗓ（USCAR）の⤫、ࡸ

史ᩱがある。文᭩にして 400 㡫、写真は 2
 6000 ᯛ、ᫎീは 1000 本ᙅにのࡰる。 

そこには、現ᅾの「ᬑኳ間࣭㎶㔝ྂ問㢟」

を改めて考えこまࡏる史ᩱもある。例えば、

1945 年 6 月、沖縄にୖ㝣した┤ᚋに⡿㌷が

ᙳした㐀ᡂ୰のᬑኳ間飛⾜場の写真がある。

また、࣋トナ࣒戦த୰の 1966 年、当の⡿

㌷が、㎶㔝ྂの大ᾆ‴一ᖏをཎᏊ力✵ẕがධ

 でࡁる㌷ にࡍるィ⏬を⦎っていたことを

 。᭩㢮もಖ⟶されているのであるࡍ♧
බ文᭩館には研究⪅だけでなくᵝࠎなఫẸ

がゼれる。このタは、歴史研究⪅をᨭࡍ

るᏛ⾡ⓗな場にとどまらず、沖縄のఫẸが㐣

ཤについてṇ☜な▱㆑をもって現ᅾとᮍ᮶に

ྥけて自治にཧຍࡍるための報ᥦ౪のᣐ点

になっている、ということがでࡁる。 
 

沖縄㏆現௦史に⫼をྥけたᐁᡣ㛗ᐁ 

┠の前のことしか考えない現政ᶒと、歴史

からᏛࡪことを自治のᇶ┙に⨨く沖縄。その

れ㐪いを➃ⓗに≀ㄒったのは、2015ࡍ 年に

⾜われたᐁᡣ㛗ᐁのⳢ⩏೧と、当の▱の

ᨾ⩝㛗㞝ᚿの集୰༠㆟だった。第 4 回┠の
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集୰༠㆟（8 月 29 日）のことだ。 
ᐁᡣ㛗ᐁは言った。「19 年前のᶫ本㤳┦

とࣔンࢹーࣝ㥔日大の会ㄯで、ᬑኳ間飛⾜

場の㛢㙐の௦᭰として、（ᇶ地の）県内⛣

タに日⡿୧政ᗓがྜពした。ᬑኳ間࣭㎶㔝ྂ

問㢟はそこがཎ点だ」。▱はㄽした。

「いࡸ㐪う。⡿㌷が、ఫẸが（容所に集め

られて）いない間1950、ࡸ 年௦に『㖠と

ー』でᅵ地をᙉไⓗに容してᇶࢨーࢻࣝࣈ

地を作ったことが、ᬑኳ間࣭㎶㔝ྂ問㢟のཎ

点だ」。▱は、戦前からの沖縄の歴史を㏙

ながら、沖縄県Ẹはこれまで一度も㐍んで

ᇶ地⏝地をᕪしฟしたことはなく、Ṋした

⡿රにᅵ地と⏕άを一方ⓗにዣわれ、ᕪูさ

れ、ே間としてのᑛ厳とりをയつけられ、

「魂の㣚㣹ឤ」があるとッえたのである。 
しかし、ᐁᡣ㛗ᐁは「⚾は戦ᚋ⏕まれなの

で、そこまでの歴史をᣢࡕฟされてもᅔる」

「⚾自㌟にとってᬑኳ間の県内⛣タをỴめた

日⡿ྜពがཎ点だ」とあくまでㆡらなかった。

ᐁᡣ㛗ᐁは、㎶㔝ྂを⡿㌷のᙉไ᥋になࡒ

らえることが⌮ゎでࡁなかったのだࢁう。そ

もそも㆟ㄽの前ᥦとなる間㍈が␗なった。 
▱は「おい、ูࠎの戦ᚋのを⏕ࡁて

 。ね」と言ったࡍれ㐪いでࡍ。ねࡍたんでࡁ
とこࢁが、ᐁᡣ㛗ᐁはそのᚋのグ⪅会ぢで、

「（▱のᙇには）㈶同でࡁない。戦ᚋ、

日本国、ᝒ惨な୰でみんなが苦労してᖹ

で自⏤な国を⠏ࡆୖࡁてࡁた」とㄒった。こ

のⓎ言は重大だった。沖縄ᢸ当の政⟇Ỵᐃ㈐

௵⪅として、あまりにもᛮ៖にḞけていた。

ᛮ史家の㮵㔝政┤は当、「このままぢ㐣

したら、あのようなⓎ言が日本をไ圧してࡈ

しまうのではないか。᭤がりなりにも沖縄を

ຮᙉしてࡁたே間として、一య何のためにຮ

ᙉしてࡁたのか、そのពが問われるという

より、ࡴしࢁ、それを問わなければ自ศがᔂ

れていくというឤじがした 18」。そしてその 
年の 11 月、4 ேの研究⪅とともに「戦ᚋ沖

縄࣭歴史ㄆ㆑ࣆーࣝ――沖縄と日本の戦ᚋ

史をめࡄるⳢ⩏೧ᐁᡣ㛗ᐁのⓎ言にᢠ㆟し、

බṇな歴史ㄆ㆑をともにつくることをࡧか

けるኌ᫂」をⓎ表した。 
 

（�）ⰸⷀᕸの⨾がᩍえるもの 

沖縄のேࠎは、Ṍんでࡁた㐨を何度も☜ㄆ

しながら「沖縄のᏑᅾド᫂」をồめている。

それは数ⓒ年にわたる「ᡭ」にもあらわ

れる。その㇟ᚩが、沖縄ᓥ㒊の大ᐅᮧ႐

ዴで⧊られているⰸⷀᕸである19。 
「こんな⨾しいᕸは⁛ከにないのでࡍ。

いつぢてもこのᕸばかりは本≀でࡍ。その⨾

しさの⏤᮶をゼねると⌮の当↛であって、ど

うしても⨾しくならࡊるをᚓないにある

のだとさえபえるのでࡍ 20」。႐ዴのⰸⷀ

ᕸをこう表現したのは、Ẹ⸤㐠ືの㤳ၐ⪅࣭

ᰗ᐀ᝋ（1889―1961）だった。ᰗは戦前の

沖縄に何度も㊊を㐠んで沖縄のᡭをゼね

Ṍࡁ、႐ዴのⰸⷀᕸにฟ会った。ྡもなࡁ

ேࠎのࡦたࡁࡴなに本≀の⨾があると考

えたᰗは、そのᆺⓗな⨾をこのⰸⷀᕸにぢ

つけ、その⨾しさにはヂがあるといった。 
ⰸⷀᕸとは、༡すㅖᓥのከ年⏕᳜≀「⣒ⰸ

ⷀ」から⣒を᥇って⧊るᕸである。ⷧくて㍍

くてᙇりがあり、㧗 ከ‵の気ೃでもࣛࢧリ

とࡍる。このᕸは、400 年以ୖ前から、琉球

の⋤᪘からᗢẸにいたるまでḞかࡏないኟ╔

の╔≀地になった。⏘地は大ᐅᮧ႐ዴな

どࡈくわずか。႐ዴでは、沖縄戦のⲨᗫを

り㉺えたᖹⰋᩄᏊ（重せ↓ᙧ文化㈈ಖᣢ

⪅࣭ே間国ᐆ）らのດ力で⥅ᢎされてࡁた。 
30 にもཬࡪᕤ⛬は⣒ⰸⷀの⏿から始まる。

ཎᮌは㧗さ 2 ࣓ートࣝ。まず、それをḟࠎ

にಽࡍ。᰿のษりཱྀは年㍯のように 20 数ᯛ

のᒙになっていて、ᑠยでษり込みをධれて

⓶を一ᯛずつがࡍ。⏝㏵ูに 4 ✀㢮にศ

け、いだ⓶をᮌ⅊をධれた大㘠で↻る。Ỉ

Ὑいしたᚋに⓶をࡁ、➉ばさみで何度もし
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これ。ࡍ日㝜でᖸ、ࡁいて⣧≀をྲྀり㝖ࡈ

でࡸっと⣒にࡍる前の‽ഛがᩚう。 
ḟに始まる⣒づくりには㦫いた。ᩚえた⓶

を⧄⥔にἢって∎ࡸᣦのඛで㉸ᴟ⣽にࡁ、

それを⤖んではつなࡂながら一本の⣒にࡍる。

はで┠ࡧ⤖はᢤけないように、しかも┠ࡧ⤖

る。間とᡭ間がかかるこࡍるだけᑠさくࡁ

のが、⧊りୖࡆたのᕸのฟ᮶をᕥྑࡍ

る。一本の⣒ⰸⷀから᥇れる⧄⥔は 20 ࣛࢢ

ᑻ地⏝になるのは╔、࣒ 5 。しかない࣒ࣛࢢ

╔ᑻ地一には⣒が⣙ 1000 。かかる࣒ࣛࢢ

一を⧊るには 200 本の⣒ⰸⷀがᚲせで、

それだけの⣒を᰿気よくつくるのである。 
ᕸはࡍて、沖縄の᳜≀の᰿ࡸᶞ⓶から᥇

った⣲ᮦでᰁめる。⸛Ⰽにࡍるには琉球⸛の

ᯞ葉をい、ⲔⰍには㌴㍯ᱵのᖿをう。そ

のにもフࢠࢡ、ࣖマࣔࣔ、スࢿ࢝、࢘࢜

などをう。⤣のᶍᵝに、セ࣑、トン࣎、㫽、

Ἴなど自↛ࡸ日ᖖ㢼ᬒなどをᥥくのである。 
これでศかるように、ⰸⷀᕸの⨾しさは、

ேࠎの⏕ࡁ方と地域のႠみから⏕まれている

のである。⣲ᮦも〇㐀ᕤ⛬もࢨࢹンも、ࡍ

ࡆしていた。┈をୖࡊて地域の自↛に᰿

ることだけを㏣ồࡍるなら、ᶵᲔをった大

㔞⏕⏘に㌿しただࢁうが、このᕸのไ作に

はᶵᲔが一ษⓏ場しない。どれもがᛕなᡭ

なのである。そのにはேࠎのᡭᢤࡁ

をしない真㠃┠な⏕ࡁ方がᫎっている。しか

も、ࡍてのがⰸⷀᕸಖᏑ会ࡸ༠同⤌ྜ

の࣓ンࣂーを୰ᚰに⣙ 70 ேの共同で⾜われ

ている。ⰸⷀᕸの⨾とは、「ከᵝで豊かな自

↛」「そこでᬽらࡍே間のᡭᢤࡁのないᬽら

し方」「そうしたேࠎが力をྜわࡏる労働」

が⏕ࡴ「地域の⨾しさ」だったのである。 
自↛のᜨみをかけがえのないものとしてཷ

けྲྀってᬽらࡍこと。ᡭᢤࡁをࡏずにㄔᐇに

をࡍること。自ศだけの┈ࡸ考えを㏣

いồめるのではなく、いをᛮいࡸってᨭえ

ྜって༠働ࡍること。そこには「自↛とᢡり

ྜう豊かさ、共同యの୰でᬽらࡍᖾࡏ」と表

現でࡁる地域の本㉁があった。 
沖縄という地域から日本を考えることもで

るようにᛮう。日本の国ᅵは本᮶、沖縄がࡁ

ᩍえるように、それࡒれ地域ᅛ有の⨾しさに

ᨭえられていた。㎰山ᮧはもとより୰ᑠ㒔ᕷ

大㒔ᕷの㒔ᚰ࣭㑹እにも地域ᅛ有の「⏕άࡸ

の⨾」の㊧があるはずだ。それをᡭがかり

にࡍれば、新たにఫみ╔いたேࠎによって

「⏕άの⨾」がさらにⓎᒎさࡏられる。地域

の౯್に気づいてその⨾に❧ࡕ戻ることは、

༢なるྂ⩏に㝗ることではなく、地域ࡈ

とにᙧᡂされたఏ⤫の本㉁をḟの௦Ⓨᒎ

さࡏるヨみとなる。㝿㝈のない⤒῭ᡂ㛗ࡸே

ཱྀᣑ大が⤊わったいま、地域でᬽらࡍことの

ពを考えるேࠎの共ឤをࡪはずだ。 
そうしたႠみが「㒔ᕷと㎰ᮧ」「東日本と

す日本」「日本と沖縄」というように、い

にいをᚲせとࡍる関ಀⓎᒎࡍるᡭがかり

になるだࢁう。そのことは、ジ࣭フリ

ࡍなど、ㅖእ国の地域にᬽらࣃࢵーࣟࣚࡸ࢝

ேࠎがつくるᅛ有の౯್ࡸ⨾しさに共ឤࡍる

ឤぬをも㣴うことにもなる。 
 

（5）⌰⌫人の自治の思 

 のྉびࣗࢳナーࣥࢳ࢘

⩝㛗㞝ᚿが現⫋の沖縄県▱のままᛴ死し

た 2018 年 8 月 8 日、その第一報を沖縄で聞

いた。その 12 日前の 7 月 27 日、⩝㛗は沖

縄㜵⾨ᒁによるᾏのᅵ◁ᢞධを┠前にして

グ⪅会ぢを⾜い、「㎶㔝ྂに新ᇶ地を作らࡏ

ないỴពは県Ẹとともにあり、ᚤሻもᦂるが

ない」として、᭱ᚋのᡭẁであるᾏ㠃ᇙめ❧

てᢎㄆの᧔回を表᫂したばかりだった。その

グ⪅会ぢでㄒるጼはኊ⤯だった。㢋も㤳➽も

こけ、がんの治⒪で㧥のẟがࡍてᢤけたそ

のጼをከくの県Ẹが▱っていただけに、ᛴ死

の▱らࡏに沖縄のேたࡕは言葉をኻった。 
⩝㛗の死から 3 日ᚋの 8 月 11 日、ྎ㢼が

沖縄の自治の魂　25
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᥋㏆ࡍる୰、㑣ぞᕷ内で当初からணᐃされて

いた「新ᇶ地ᘓタ᩿ᛕをồめる県Ẹ大会」が

開かれた。それはᐇୖ「㏣集会」だった。

ேࠎはずࡪれになりながら、会場をᇙめて

いた。ቭୖには⩝㛗がᗙるはずの᳔Ꮚに㎶㔝

ྂのᾏを㇟ᚩࡍるࢢࢻ࣓࢚ࣝࣛリーンのᖗᏊ

が⨨かれた。௦わってマࢡをᥱったḟ⏨の

㑣ぞᕷ㆟࣭⩝㛗㞝治は、こうㄒりかけた。 
 「∗は⏕前、⚾に何度も言った。『沖縄は

ヨ⦎の連⥆だ。しかし、一度もࢳ࢘ナーンࢳ

ࣗ（沖縄のே間）はりをᤞてることなく、

㜚い⥆けてࡁた。ࢳ࢘ナーンࣗࢳがᚰを一つ

にして㜚うはお前がീࡍるよりもはるか

に大ࡁな力になる』のだと。͐͐（㎶㔝ྂ問

㢟は）国のᑓ⟶㡯だと言われても『࢜ーࣝ

沖縄』のッえはࢳ࢘ナーンࣗࢳのỴពだ」 
その㞝治は、半年ᚋの年 2 月に⾜われ

た県Ẹᢞ⚊の当日、沖縄ᓥ༡㒊の⣒‶ᕷにあ

る沖縄戦の៘㟋☃「魂㨨のሪ」からฟⓎし、

㞵の୰、「新ᇶ地ᘓタのᑐ⚊を」とッえな

がら௰間とともに、沖縄ᓥ㒊の㎶㔝ྂまで

⾜㐍している。「魂㨨のሪ」とは、沖縄戦៘

㟋のཎ点となる៘㟋ሪである。⩝㛗㞝ᚿの∗

ぶらが⡿㌷容所から⛣ືさࡏられた 1946
年 1 月、その地で⏕άを再ᘓࡍるため、そ

して死⪅の៘㟋のため、日本රも⡿රも༊ู

なく、㌷ேもẸ間ேも༊ูなく、あたり一㠃

にᩓした遺骨をᣠい集めてᇙⴿしてᘓてた

のが「魂㨨のሪ」だった。沖縄戦が⤊わって

初めてᘓてられた沖縄のேࠎのᡭによる៘㟋

のሪだったのである。⩝㛗㞝ᚿは∗ぶから

「政治のཎ点はᖹだ」とᩍえられ、㑣ぞᕷ

㆟࣭沖縄県㆟と何度も㑅ᣲを重ねた࢟ャリ

の୰で、告♧初日のᮅにᚲず、このሪの前で

ᡭをྜわࡏたという。そのḟ⏨は、沖縄のே

間のᚰを∗ぶのᛮいࡸỴពと重ねྜわࡏた。 
 

強㠌な自治の思 

⩝㛗政治と何だったのか。⩝㛗は 2018 年

ṇ月、地元⣬『沖縄タ࣒ス』のグ⪅に「政

治家⩝㛗をᙧづくるものは何か」と問われて、

「沖縄の歴史を▱ることだ」と⟅えた。ႃか

らᡭがฟるど現㔠がḧしかった⡿㌷༨㡿下

の 1950 年௦、⡿㌷が沖縄戦で༨㡿した㌷⏝

地を一ᣓ㈙いୖࡆようとした、ேࠎは⡿㌷

のせồをᓥࡄるみで✺っࡥねた。ඛ♽からの

ᅵ地をᏲるᙉいពᛮだった。⩝㛗は「（当

の）ඛ㍮たࡕのおかࡆでもᇶ地にᑐして沖

縄がᙇでࡁるのだ」とヰしたという。 
 「自↛、歴史、ఏ⤫、文化といったඛேた

うࡈ⥅ࡁた㈨⏘をཷけ⥅いでᘬࡁが⠏いてࡕ

とࡍる、もはࢠࣟ࢜ࢹࡸーでは❧ࡕ⾜か

ない。沖縄はりとᑛ厳をྲྀり戻ࡁࡍでは

ないかとᛮった」。⩝㛗はஸくなる 3 年前

にฟ∧したⴭ᭩『戦うẸព』21でこうㄒった。

このᛮが、「ࢠࣟ࢜ࢹーよりンࢹン

テテ」という言葉の※Ἠだったのだࢁう。

沖縄文化の୰᰾にある「うࡕなーࡕࡄ」と

ばれる琉球言葉のά㐠ືも、「⭡ඵศ、⭡

භศ、ⓙでᚰを一つに」とၐえてಖ㠉のቃ界

を㉸えた「࢜ーࣝ沖縄」もここから⏕まれた。 
日⡿Ᏻಖのᚲせᛶをㄆめ、かつては自Ẹඪ

県連のᖿ㛗もົめたಖᏲの真ん୰にいたே

間のᚰのᗏには、㟹国神社に戦死⪅を♭るこ

となどに⇕を⇞ࡍࡸ国家⩏⪅とも㐪い、

自⏤⩏⤒῭をᏲると言いながらᙅ⫗ᙉ㣗の

ᕷ場ཎ⌮⩏に㉮る新自⏤⩏⪅とも㐪う⣧

⢋なಖᏲ⩏⪅の気ᴫがあったようにᛮう。

自↛࣭歴史࣭ఏ⤫࣭文化から❧ୖࡕる自治の

⾪ື、それをໟࡴ政治をᚿྥࡍるᛮがあっ

た。だからこそ、「沖縄はᇶ地を㡸かる௦わ

りに⯆㈝をもらったうがいい」という

県のኌにᛣり、Ẹⓗにᙧᡂされた地域の政

治ពᛮにྥྜࡁわない政ᗓに、「沖縄には魂

の㣚㣹ឤがある」とッえて、␗㆟⏦し❧てを

したのであࢁう。さらに言えば、その政治ព

ᛮから「࢜ーࣝ沖縄」をᵓした⤖ᯝ、

ーをもった地域の୰でከᵝᛶをテンテࢹ
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ㄆめるពにもたどり╔いたに㐪いない。 
こうしたᛮは沖縄だけのものではない。

国家のពᛮがいつの間にか、≉ᐃのಶேࡸ集

ᅋだけでᙧᡂされ、その⤖ㄽを㔠㖹でᚑわࡏ

たりேࠎをศ᩿したりしながら⤫治ࡍるὶれ

がᙉまっているのではないか。それࡒれの地

域の歴史ࡸ文化のなかでᙧᡂされる政治ពᛮ

が༑ศにᑛ重され、それと真にᑐヰしてྜ

ព点をぢつけていく政治と⾜政の⤌みがな

ければならない。そうでなければ、国はのっ

る場であるࡍの⏕άࠎうになる。ேࡰら

「地域」をᇶ点にした「地方自治」は❅ᜥࡍ

る。ஸくなった⏕⢋の琉球ேのッえにはどう

⟅えればいいのだࢁうか。 
 

㸲． 日本と沖縄、沖縄と࣐ࣖト  

 
（1）日本から㐲ࡊかる 

沖縄と日本の㛵ಀ 

日本政ᗓは沖縄県の県Ẹᢞ⚊⤖ᯝを考៖ࡍ

る気㓄がない。そうだとࡍれば、県Ẹがぬᝅ

をỴめて「ᑐ」のពᛮ表♧をして日本政ᗓ

に再考をồめた沖縄は、どこ⾜くのか。 
沖縄では、᫂治⥔新にకって琉球⋤国を

「沖縄県」にኚえたことを、「ᗫ⸬⨨県」と

いわず「ᗫ琉⨨県」とࡪ。江ᡞᖥᗓの下の

「⸬」ではなかった琉球⋤国をᗫṆさࡏ、い

ったん日本の一⸬としての「琉球⸬」にኚえ、

そのᚋ、᫂治⥔新政ᗓのㄌ⏕から 12 年ᚋの

1879 年に「沖縄県」とした。この「琉球ฎ

ศ」から年でࡻࡕうど 140 年になった。 
沖縄にとって⠇┠の年はさらに⥆く。

2022 年は沖縄の政ᶒ㏉㑏から 50 年を㏄

える。日本は 1952 年のࢧンフࣛンࢩスࢥ講

᮲⣙を⥾⤖してᶒを回したのと同に、

沖縄を日本からṇᘧにษり㞳して⡿㌷のᨭ㓄

に委ねた。「日本は沖縄に₯ᅾᶒがある」

というレトリࢡࢵをい、沖縄には࣓リ࢝

の᠇ἲも日本国᠇ἲも㐺⏝されず、ேࠎには

「国⡠」もなく、日本の⛣ືの自⏤がไ㝈

された。その間、⡿㌷ᇶ地のᑐ㐠ືが㧗

まる日本から᠇ἲのない沖縄、ᾏර㝲をは

じめとした⡿㌷ᇶ地を集୰さࡏた。⡿㌷は࣋

トナ࣒戦த௦に沖縄をᨷᧁと⿵⤥の重せᣐ

点にした。27 年間のṓ月を⤒て沖縄の政

ᶒを日本に戻したのが 1972 年。それでも、

ᇶ地の集୰をゎᾘࡍるにはど㐲く、⡿㌷ᶵ

のᨾࡸ㌷関ಀ⪅の≢⨥は⤯えず、⡿㌷と㌷

ே࣭㌷ᒓにᵝࠎな≉ᶒをえる日⡿地༠ᐃ

をᢤ本ⓗにぢ┤されることもない。 
この沖縄現௦史は、沖縄のேࠎが自治をῬ

ᮃした歴史でもあった。沖縄の歴史࣭苦悩͌

りをッえてஸくなった▱の⩝㛗㞝ᚿのᚋ

を⥅ࡄ 2018 年の▱㑅でၐえられたのは、

ンࣛࣅーナテ࢙ࢩ࢘、ࣗࢳナーンࢳ࢘」

ࢲにしてはࢁー」（沖縄のே間をないがしࢻ

࣓だ）という⩝㛗の言葉だった。この▱㑅

が⾜われた年は、ᖐ前の琉球政ᗓ࣭⾜政

ᖍを初めてබ㑅ไに㌿した「ᖍබ㑅」

から 50 年に当たっていた。沖縄県▱㑅の

ཎ点をグࡍ年でもあったのだった。 
 

ᦂれながら自治をồめた 

政ᗓは༨㡿ᚋの࢝リ࣓ 1952 年、ࢧンフ

ࣛンࢩスࢥ講᮲⣙でṇᘧに沖縄が日本から

ษり㞳されたのにྜわࡏて、沖縄の⤫治ᶵ関

として「琉球ิᓥ⡿Ẹ政ᗓ」（USCAR）を

タ⨨ࡍるとともに、❧ἲ࣭⾜政࣭ྖἲのᶵ⬟

をഛえた「琉球政ᗓ」をⓎ㊊さࡏた。ᙧᘧୖ

は三ᶒศ❧とはいえ、ᐇ㉁ⓗには琉球政ᗓの

ୖに UACAR がྩ⮫し、そのトࣉࢵである

㧗➼ᘚົᐁはἲ௧のไᐃからබົ員の௵ま

で⤯大なᶒ㝈があった。⾜政ᖍも㧗➼ᘚົ

ᐁによる௵ไで、沖縄のேࠎは USCAR
に㏫らえなかった。この⾜政ᖍを沖縄の

ேࠎが 16 年かけた㐠ືでබ㑅ไに㌿さࡏ

たのが 1968 年。沖縄以እの日本の自治యが

1947 年の日本国᠇ἲと地方自治ἲのไᐃで
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✵から㝆ってくるかのように自治ᶒをさ

れたのとは␗なり、沖縄は自らの力で自治ᶒ

をたࡄりᐤࡏた。沖縄のேࠎが地方自治に⇕

いᛮいをᐤࡏる※ὶの一つがここにある。 
㐨のりはᖹᆠではなかった。ேࠎは「ᖹ

か、⤒῭ⓗな豊かさか」でᦂれた。ᖍබ㑅

の㑅ᣲでは、当、㑣ぞᕷ㛗だったೃ⿵⪅の

す㖭㡰治は「ᇶ地がࡄࡍなくなると、県Ẹ

の 60㸣は㊰㢌に㏞い、再ࡧ戦前のように

ࣔを㣗い、ࢩࢲࣁでṌく⏕άに㏫戻りࡍる。

͐͐いつまでもᇶ地౫Ꮡの⤒῭を⥆けるわけ

にはいかないが、本ᅵ⤒῭とᐦ᥋㞳の関ಀ

を☜❧ࡍることがᚲせになる」とッえた。ᑐ

る沖縄ᩍ⫋員会の会㛗࣭ᒇⰋᮅⱑは「沖縄ࡍ

は戦தと深い関わりをもつ❧場に⨨かれてい

る。͐͐戦தにつながる一ษのことにᑐࡍ

る͐͐ᖹで豊かな⏕άを⠏くために県Ẹと

ともに働く」とッえた。⤒῭ⓗに日本とつな

がࢁうとしたす㖭にᑐして、自治とᖹのᓥ

をッえたᒇⰋ。ேࠎは⌮をᥖࡆたᒇⰋを初

のබ㑅ᖍに㑅んだ。それでも「ᇶ地か⤒῭

か」「地方自治か୰ኸとのࣉࣃか」の㑅ᢥ

⫥を前に、ேࠎは「ཷ容とᣄ⤯」の間でり

Ꮚがれるような㑅ᣲを⧞り㏉した。 
こうした㐨をṌんでࡁた沖縄のேࠎは、᭱

⤊ⓗに沖縄の自治をồめる⩝㛗㞝ᚿを㑅ࡧ、

年 2 月の県Ẹᢞ⚊にたどり╔いたのであ

る。ேࠎはᚋ、数ࠎの⠇┠の年を㏄えなが

ら、ḟ第に「沖縄にとって日本は何だったの

か」を改めて考えるだࢁう。現政ᶒが、日本

と沖縄のࢹリࢣートな歴史にᛮいをはࡏるこ

となく、㎶㔝ྂ新ᇶ地ᘓタ問㢟をめࡄってᙉ

圧ⓗなᡭἲをጼໃを⥆けていけば、沖縄では、

ᡂ㛗ࡍるジ⤒῭を視㔝にධれつつ文化

ⓗ࣭ᚰ⌮ⓗ࣭政治ⓗに日本から㞳れようとࡍ

る㐲ᚰ力が働いていく。 
 
 
 

（2）ᦂらࡄ 2000 年分ᶒᨵ㠉のᡂᯝ 

↓視された地方自治ἲ 

日本政ᗓは、沖縄に圧力をかけ⥆ければい

ずれ県Ẹもあࡁらめるに㐪いないタ࢝をくく

っているようだ。政ᗓのពᅗを㇟ᚩⓗに表し

たのは、▼国┦が 4 月 5 日、㎶㔝ྂの

新ᇶ地ᘓタをṆめるために沖縄県▱が⾜っ

たᇙ❧ᢎㄆの᧔回は㐪ἲだと⤖ㄽづけ、沖縄

県のᢎㄆ᧔回ฎศをྲྀりᾘࡍỴを下したこ

とである。このỴは、沖縄県が 2017 年 8
月に⾜ったᇙ❧ᢎㄆの᧔回をめࡄり、㜵⾨┬

沖縄㜵⾨ᒁが国┦にᑐして⾜った⾜政᭹

ᑂᰝἲにᇶづく᭹⏦し❧てにᑐࡍる回⟅だ

った。これで前▱のᨾ࣭⩝㛗㞝ᚿがஸくな

る┤前にฟしたᣦ♧にᇶづくᇙ❧ᢎㄆの᧔回

が↓ຠになり、元▱の௰┾ᘯከが 2013
年 12 月に⾜った「ᇙ❧ᢎㄆ」がάした。 
県Ẹが「ᑐ」のពᛮ表♧を♧した県Ẹᢞ

⚊から 1 か月వしかたっていない。ᖖ㆑ⓗ

にぢても␗ᖖである。それ以ୖに、このỴ

は、2000 年地方ศᶒ改㠉でᵓ⠏した国地方

関ಀのྲྀりỴめにയをつけた。 
回の␗ᖖさを改めてᛮう。国と地方自治

యの関ಀを、「ୖ下࣭ᚑ」の㇟ᚩだった国

の通㐩をᗫṆࡍることにより、「ᑐ➼࣭༠力」

の関ಀとࡍるのが 2000 年ศᶒ改㠉だった。

㛗年、自治యの自ᛶをዣってࡁた㐣で

㏱᫂な国の関をなくし、国のໟᣓⓗなᣦ

┘╩ᶒをᗫṆし、国の関は、ἲ௧に᰿ᣐの

あるものにไ㝈された。 
ᾏ㠃のᇙ❧ᢎㄆのようなἲᐃཷクົの場

ྜ、ົฎ⌮に㐪ἲ࣭当のいがあるなら、

බ有Ỉ㠃ᇙ❧ἲの所⟶大⮧である国┦は、

「ṇのせồ」「ṇの່告」「௦執⾜」な

ど、新しい地方自治ἲにつᐃされたᡭ㡰を㋃

めばよいのである。それが、新しい国と地方

の⣮தゎỴࣝーࣝだった。 
とこࢁが、回、政ᗓ自㌟がこのつᐃを⣲

通りした。ᡭ間をかけずに沖縄県▱のᇙ❧
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ᢎㄆ᧔回をそࡍために、タされた地方自治

ἲのつᐃを㑊け、本᮶は⚾ேがうことを

ᐃしている⾜政᭹ᑂᰝไ度をった。国の

ᶵ関である沖縄㜵⾨ᒁに᭹ᑂᰝ⏦し❧てを

さࡏ、同じ国のᶵ関の国┦が㜵⾨ᒁのᙇ

をධれてỴしたのだ。 
沖縄㜵⾨ᒁの᭹⏦し❧てをᑂᰝࡍる国

┦は、බṇなุ᩿を下ࡏる第三⪅の❧場にあ

るのだࢁうか。国┦のỴは、国と地方を

ᑐ➼にしようとあれど㆟ㄽを重ねてタし

た地方ศᶒไ度を↓ពなものにした。ศᶒ

改㠉のᡂᯝは沖縄から✵Ὕ化が始まっている。 
 

行ᨻ᭹ᑂᰝไ度のኚ㉁ 

この政ᗓのᡭἲの問㢟の᰿は深い。⾜政

᭹ᑂᰝἲの┠ⓗは「国Ẹのᶒ┈をᩆ῭」

にある。一⯡⚾ேとは㐪って、「ᅛ有の㈨

᱁」をᣢつ⾜政ᶵ関は㐺⏝㝖እにされている。

また、බ有Ỉ㠃ᇙ❧ἲの᮲文も、ᇙ❧ᕤの

యが国の場ྜは「ᢎㄆ」とつᐃされ、Ẹ間

ᴗの場ྜは「චチ」とされ、᫂らかに国と

Ẹ間ᴗのᕤを༊ศけしてつᐃされている。 
それࡺえ、100 ேを㉸ࡍ⾜政ἲ研究⪅が、

「බ有Ỉ㠃ᇙ❧ἲでえられた≉ูなἲⓗ地

（ᅛ有の㈨᱁）にありながら、国が一⯡⚾

ேと同じ❧場でᑂᰝㄳồを⾜うことはチされ

るはずもなく、㐪ἲ⾜Ⅽにかならない」と

ᣦしていた。政ᗓが沖縄㜵⾨ᒁに同じ国の

⾜政ᶵ関である国┦にᑂᰝのㄳồを⾜わࡏ

ることは、「ἲᐃཷクົのᑂᰝをࡍるᑂᰝ

ᗇにᮇᚅされる『第三⪅ᛶ』『୰❧ᛶ』『බ

ᖹᛶ』をኻわࡏる」とᢈุしていたのだった。 
しかし、回のỴでは、沖縄県がᑂᰝの

㐪ἲᛶをッえたのにᑐして、「㜵⾨ᒁは一⯡

⚾ேの❧場で（沖縄県▱からᢎㄆ᧔回の）

ฎศをཷけた」として沖縄県のᙇを᩺けた。

また、⾜政᭹ᑂᰝไ度の℃⏝だというᙇ

にᑐしても、「බ有Ỉ㠃ᇙ❧ἲの所⟶大⮧と

してᑂᰝᗇの❧場でỴࡍる」のであるから、

ไ度の℃⏝はないと✺っࡥねた。 
国┦のㄝ᫂にᑐして、「本当にそうなの

か」と問をᢞࡆかけたのは、地元⣬『沖縄

タ࣒ス』の 4 月 6 日の社ㄝだった。同じ政

ᗓをᵓᡂࡍる㜵⾨┬と国┬の連ᦠがỴ⤖

ᯝにᙳ㡪したとうのも当↛である。 
⡿㌷⤫治下にあった 27 年間も、政ᶒが

㏉㑏されたそのᚋの 47 年間も、沖縄は一㈏

して、日⡿Ᏻಖ᮲⣙を┪にした「㌷ⓗᚲせ

ᛶがࡍてにඃඛࡍる」というㄽ⌮に⤌みఅ

るẸࡆた。ఫẸのኌをỮみあࡁられてࡏ

ってまで㏣ࡸẸⓗなࣝーࣝをእに㏣いࡸ⩏

ồされるᏳಖ㞀とは何なのだࢁうか。 
 

分ᶒᨵ㠉のᡂᯝをྲྀりᡠす 

問㢟をゎỴࡍる⣒ཱྀは、2000 年ศᶒ改㠉

に❧ࡕ戻ることだࢁう。そこで㉳されるの

は、かつて⚟ᒸ㧗㑣ぞᨭ㒊がᥦ♧したゎ

່告の୰に 2000 年ศᶒ改㠉に言ཬした㒊ศ

があったことだ。⚟ᒸ㧗㑣ぞᨭ㒊は、国と

沖縄県の間で❧したッゴをᩚ⌮ࡍるため、

2016 年 3 月にいったん୧⪅をゎさࡏて、

ッゴᙧᘧを再ᵓ⠏した⤒㐣がある。ุ㛗は

2016 年 1 月 29 日に国と沖縄県に♧した

ゎ່告文で、健な国地方関ಀをㅻった

2000 年ศᶒ改㠉に言ཬしていたのである。 
たしかに、このゎは、ᩋッのྍ⬟ᛶがあ

った国にษり┤しをさࡏ、⤖ᒁは国をッ

にᑟくためのᡭẁだったとᢈุされた。その

ᚋ、沖縄県を㠃ᩋッさࡏた⤖ᯝをぢれば、

そのᢈุは当たっている。ただし、ゎ່告

文自యは、2000 年ศᶒ改㠉の精神に❧ࡕ、

㐪ἲか㐺ἲかのἲᚊㄽだけではないゎỴ方ἲ

を♧၀していた。່告文はḟのようなものだ。 
 「現ᅾ沖縄ᑐ日本政ᗓというᑐ❧のᵓᅗに

なっている。それは、そのཎᅉについてどࡕ

らがᝏいという問㢟以前に、そうなってはい

けないというពで、方ともに┬ࡁࡍ

である。なかんずく、ᖹᡂ 11 年地方自治ἲ
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改ṇは、国と地方බ共ᅋయが、それࡒれ⊂❧

の⾜政యとしてᙺをศᢸし、ᑐ➼࣭༠力

の関ಀとなることがᮇᚅされたものである。

このことは、ἲᐃཷクົのฎ⌮において≉

にồめられるものである。同改ṇの精神にも

ࡍる状況になっている」 
ุ所は、▱が⾜うἲᐃཷクົでは、

2000 年ศᶒ改㠉にㅻわれた「国と地方のᑐ

➼࣭༠力」の精神がᚲせだとッえた。国がい

ฟしたのにᑐし、ࡕなり௦執⾜ッゴをᣢࡁ

ุ所は、௦執⾜ッゴは「の方ἲではゎỴが

㞴しい場ྜだけに㝈られる」という改ṇ地方

自治ἲを♧၀し、国のᙉᘬさをᢈุした。そ

のୖで、ゎ່告文はこう⥆けた。 
 「本᮶あるࡁጼとしては、沖縄をྵめ࢜

ーࣝジャࣃンで᭱ၿのゎỴ⟇をྜពして、⡿

国に༠力をồめるࡁである。そうなれば、

⡿国としても、大ᖜな改㠉をྵめて✚ᴟⓗに

改㠉をしようというዎᶵになりうる。そのよ

うにならず、ᚋともุでதうとࡍると、

௬に本௳ッゴで国がったとしても、さらに

ᚋ、ᇙめ❧てᢎㄆが᧔回されたりタィኚ᭦

にకうኚ᭦ᢎㄆがᚲせとなったりࡍることが

ணされ、ᘏࠎとἲᘐ㜚தが⥆くྍ⬟ᛶがあ

り、それらでもࡕ⥆けるಖドはない。ࡴし

ᚋ⪅については▱のᗈ⠊な㔞がㄆめ、ࢁ

られてᩋッࡍるリスࢡは㧗い。௬に国がࡕ

⥆けるにしてもᕤが┦当⛬度㐜ᘏࡍるであ

う。県がったとしても、㎶㔝ྂが၏一のࢁ

ゎỴ⟇だとᙇࡍる国がそれ以እの方ἲはあ

りえないとしてᬑኳ間飛⾜場の㏉㑏をồめな

いとしたら、沖縄だけで⡿国と΅してᬑኳ

間飛⾜場の㏉㑏をᐇ現ࡍるとはᛮえない」 
➃ⓗにいえば、㐣重なᇶ地㈇ᢸを㈇わされ

る沖縄県のពᛮをỮんで国は方㔪を❧て┤し、

それをᇶに࣓リ࢝と再༠㆟ࡍることしかゎ

Ỵの㐨はありえないというពに読める。 
ุ所のุỴはᚲせなἲᚊㄽの⠊ᅖでしか

ุ᩿しない。≉に日本のุ所は㧗度に政治

ⓗな問㢟を㑊けるഴྥにある。しかし、「

ゎ່告」となれば、ἲᚊㄽから一Ṍ㊥㞳を⨨

いたุ᩿を♧ࡍことがྍ⬟である。このの

ゎ່告文は、ゎというᙧᘧをとったから

こそ、考えられる問㢟ゎỴの㐨を♧していた

のではないかとᛮわれる。 
 

（�）᠇ἲのつᐃはどこへ 

᠇ἲの思考 

㎶㔝ྂ問㢟を᠇ἲのつᐃから考えたい。⡿

㌷ᇶ地は、㆙ᐹ࣭⎔ቃ࣭㒔ᕷィ⏬など自治య

の自治ᶒをไ㝈ࡍるᏑᅾである。᠇ἲは 92
᮲で「地方බ共ᅋయの⤌⧊ཬࡧ㐠Ⴀに関ࡍる

㡯」はἲᚊでᐃめなくてはならないとつᐃ

している以ୖ、沖縄県ࡸ㎶㔝ྂ新ᇶ地をᢪえ

る地元࣭ྡㆤᕷの自治ᶒをどのような⠊ᅖで

ไ㝈ࡍるかをᐃめた「ἲᚊ」がᚲせだ、とい

うᙇがᡂり❧つ。 
方で、㎶㔝ྂ新ᇶ地ᘓタは、国会でᏳಸ

㤳┦が⟅ᘚしたように、日⡿Ᏻಖ㞀యไに

関わる「国政の重せ㡯」である。だとࡍれ

ば、㎶㔝ྂ新ᇶ地問㢟は、政ᗓ内のㄪᩚで῭

まࡏず、၏一の❧ἲᶵ関である国会のᶒ㝈を

ᐃめた᠇ἲ 41 ᮲にᇶづࡁ、国会が「国政の

重せ㡯」として「㎶㔝ྂᇶ地タ⨨ἲ」をไ

ᐃࡍるのが➽だということになる。 
㎶㔝ྂに関わるἲᚊをไᐃࡍるとࡍれば、

᠇ἲ 95 ᮲にᇶづく「地方自治≉ูἲ」にな

る。95 ᮲は、「一の地方බ共ᅋయのみに㐺

⏝される≉ูἲは、ἲᚊのᐃめるとこࢁによ

り、その地方බ共ᅋయのఫẸのᢞ⚊において

その㐣半数の同ពがᚓられなければ、国会は

それをไᐃࡍることがでࡁない」とᐃめてい

る。したがって、国会でこのἲᚊを㆟Ỵした

のࡕ、沖縄県ྡࡸㆤᕷといったᑐ㇟自治యで

新たなఫẸᢞ⚊を⾜い、㐣半数の同ពがᚓら

れなければไᐃでࡁない、ということになる。 
この問㢟は、2016 年に⚟ᒸ㧗㑣ぞᨭ㒊

で⾜われたุでྲྀりୖࡆられていた。沖縄
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県ഃは、᠇ἲのつᐃをᇶに「自治ᶒをไ㝈ࡍ

る以ୖ、ἲᚊをไᐃࡏずに㎶㔝ྂをᇙめ❧て

てᇶ地として㐠Ⴀࡍることはでࡁない」と

ᙇした。国ഃは、Ᏻಖ㞀は国のᑓ⟶㡯で

あって新ᇶ地ᘓタは自治ᶒをไ㝈ࡍるという

ᙇは当たらず、ᇶ地のᘓタの᰿ᣐとなるἲ

ᚊはᚲせないとㄽした。⤖ᒁ、⚟ᒸ㧗㑣

ぞᨭ㒊のุỴは国に㌷㓄をあࡆた。ุ所は、

㎶㔝ྂの新ᇶ地ᘓタが「自治ᶒのไ㝈」をక

うことをㄆめながらも、「本௳タ➼のᘓタ

およࡧこれにకって⏕じる自治ᶒのไ㝈は、

日⡿Ᏻಖ㞀᮲⣙およࡧ日⡿地༠ᐃにᇶづ

くもの」とし、「（国会が၏一の❧ἲᶵ関と

して国政の重せ㡯をỴᐃしている）᠇ἲ

41 ᮲に㐪ࡍるとは言えない」と∦けて

しまったのである。日⡿Ᏻಖ᮲⣙第 6 ᮲に

ᇶづいて日本政ᗓにᇶ地ᥦ౪を⩏ົけた日

⡿地༠ᐃが⤯ᑐであるというわけだ。 
このุỴに᠇ἲᏛ⪅のᮌᮧⲡኴが問をᢞ

た22。᠇ἲࡆ 92 ᮲から考えれば、地方自治

యの自治ᶒをไ㝈ࡍるἲᚊは地方自治の本᪨

にᇶづくものでなければならず、95 ᮲のつ

ᐃにᇶづいて≉ᐃの自治యだけに㐠⏝される

ἲᚊにはその自治యのఫẸᢞ⚊によるᢎㄆが

ᚲせとなるにもかかわらず、᮲⣙にはそうし

たไ㝈がない。⚟ᒸ㧗㑣ぞᨭ㒊のุỴのㄽ

⌮にᚑえば、国は、᮲⣙をって᠇ἲ 92 ᮲

ࡸ 95 ᮲をࡍりᢤけて地方自治యの自治ᶒを

いくらでもไ㝈でࡁてしまう、とした。 
 

地方自治をಖ㞀した᠇ἲの認識 

沖縄に㐣重な⡿㌷ᇶ地の㈇ᢸを⫼㈇わࡏて

いる問㢟の᰿本には、Ᏻಖ㞀政⟇のࡺがみ

がある。前㏙したᮡ⏣ᩔのᣦにぢるように、

それは「ただእ国の㌷タをᏑ⥆ࡍればそ

れで㊊りるとし、≉ᐃの地域にその㈇ᢸをᢲ

しける考え方」で一㈏してࡁたからだ。 
その⡿㌷ᇶ地にしても、ᮌᮧⲡኴは「⡿㌷

ᇶ地のᜠᜨをཷけているのは国Ẹయなのだ

から、『（そのᇶ地は）本当に沖縄でなければ

ならないのか』を、国Ẹ一ே一ேが考えなけ

ればならない。ᇶ地のタ⨨場所のỴᐃは政ᗓ

にしてはならない」とᣦした。㎶㔝ྂࡏ௵

に⡿㌷ᇶ地をタ⨨ࡍるἲをฟし、国Ẹの௦

表である国会㆟員が集まる国会で「㎶㔝ྂで

なければならない⌮⏤について㆟ㄽをᑾくࡍ

る㎶ࡍとၐえた。沖縄の自治ᶒをไ⣙「ࡁ

㔝ྂ新ᇶ地問㢟は国Ẹయで㆟ㄽしなければ

ならず、そうࡍることが地方自治をಖ㞀ࡍる

᠇ἲを再ㄆ㆑ࡍることになるとのᙇである。 
沖縄の地方自治にこそ日本国᠇ἲをしっか

り㐺⏝ࡍるᚲせがある。それは沖縄戦ᚋ史が

ᩍえる大なᩍカでもある。᠇ἲ史家のྂ関

彰一がᣦࡍるように、日本国᠇ἲの❶ูᵓ

ᡂはᇶ本ⓗに᫂治᠇ἲと㓞ఝしているが、᫂

治᠇ἲになくて日本国᠇ἲに初めてຍえられ

たのは第❶の「戦தのᨺᲠ」と第ඵ❶の

「地方自治」である。このつが戦ᚋẸ

⩏を௦表ࡍる❶だった。しかし、⡿㌷のᨭ㓄

下に⨨かれた戦ᚋの沖縄は「᠇ἲなࡁ⤫治」

となり、「戦தのᨺᲠ」も「地方自治」も㐺

⏝されなかった。しかも、政ᶒが㏉㑏され

たᚋもこの᮲文の㐺⏝が本ᅵから↓視され⥆

けている、とྂ関はいう。例えば、1972 年

の政ᶒ㏉㑏にకって沖縄の⡿㌷⏝地を⥅⥆

ⓗに⏝ࡍるために沖縄だけに㐺⏝された

「බ⏝地ἲ」（沖縄におけるබ⏝地➼のᬻᐃ

⏝に関ࡍるἲᚊ）がそうだった。地との

ዎ⣙がᡂ❧しない場ྜにも日本政ᗓが年間

ᙉไ⏝でࡁるようにࡍるために、沖縄だけ

に㐺⏝ࡍるἲᚊだったにもかかわらず、日本

政ᗓは᠇ἲ 95 ᮲による「地方自治≉ูἲ」

にしなかった。当の政ᗓは、地方自治≉ู

ἲは「地方自治యの⤌⧊あるいはᶒ⬟にไ⣙

をえるものではければならない」とゎ㔘し、

沖縄に㐺⏝ࡍる「බ⏝地ἲ」のᑐ㇟は地方自

治యではなく㌷⏝地の地だという⌮⏤で、

地方自治≉ูἲのᑐ㇟እにした23。 

沖縄の自治の魂　31



 32

これに㇟ᚩされる「᠇ἲなࡁ沖縄」の歴史

を㎶㔝ྂの新ᇶ地ᘓタ問㢟で再ࡧ⧞り㏉ࡍの

だࢁうか。「Ᏻಖ㞀政⟇も⡿㌷ᇶ地⏝地の

ᥦ౪も、たしかに国のᶒ㝈である。しかし、

ᇶ地がᢪえる問㢟のࡍてが国のᶒ㝈である

はずはない」とྂ関彰一は言う。ఫẸの健

ᗣ࣭Ᏻな⏕ά࣭⎔ቃの⥔ᣢは、地方自治య

がᢸう᰿本ⓗな㈐ົである。それがないがし

にされるなら、地方自治をಖ㞀した᠇ἲはࢁ

✵Ὕ化していく。沖縄は≉ูなのだというな

ら沖縄にᑐࡍるᵓ㐀ⓗᕪูとなってしまう。 
 

（�）ከᵝな地域と自治をಖ㞀する日本へ 

 「自国の政ᗓにここまで一方ⓗにࡆられ

る地域が沖縄県以እにあるでしࡻうか」。ஸ

くなった沖縄県▱の⩝㛗㞝ᚿが 2016 年 8
月 5 日、⚟ᒸ㧗㑣ぞᨭ㒊のἲᘐでこう㏙

た言葉は⾪ᧁⓗだった。⩝㛗の言葉は、現

政ᶒだけでなく、「日本（ࣖマト）」と「日

本ே（ࣖマトンࣗࢳー）」にྥけられていた。 
豊かな歴史ある琉球の文化と自治をồめる

魂に同化の圧力をかけているのは誰なのか。

死んだ場所もわからず遺骨も戻ってこないよ

うな凄惨な戦場にしたのは誰だったのか、⡿

㌷ᇶ地による≢⨥࣭㦁㡢࣭⎔ቃ◚ቯを▱りな

がら沖縄ᕧ大なᇶ地を集⣙してᢲしつけて

たのは誰だったのか。問われているのは日ࡁ

本の⤫治ᵓ㐀だࢁう。自治をၐえる沖縄をみ

つめて考えなければならないのは、「ከᵝな

自↛࣭歴史࣭文化࣭地域࣭政治ពᛮの連ྜ

య」としての日本であり、ከᵝな地域と自治

をಖ㞀ࡍる国のあり方なのではないか。 
ከᵝな自↛࣭歴史࣭文化に᰿ࡊした地域の

౯್をᑛࡧ、そのୖでᒎ開される自治をಖ㞀

し、そこから⏕まれるከᵝな政治ពᛮを⤫ྜ

していくศᶒᆺ社会を、20 世紀ᮎ点の日

本は┠ᣦしたのではなかったか。「沖縄のい

ま」をᡭがかりに、自治とศᶒᆺ社会の方ྥ

をぢᐃめなければならないだࢁう。 
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　環境大臣が6月3日の記者会見で、スーパーなどの事業者に対し法令等により「レジ袋有料化」
の義務付けを来年までに行うとの意向を示した。この削減効果については限定的との報道もある
が、マイクロプラスチックによる海洋汚染が世界的課題とされる中で、目に見える形のプラスチッ
クごみ削減キャンペーンとなるならば、その効果には期待したい。
　他方、それよりも対策を急ぐべきは、中国を始めアジア各国の資源ごみ輸入規制によって経
路を断たれた日本のプラスチック資源循環体制である。政府は、国内での使用済プラスチック
の再使用・再生利用に加え、熱回収等も含めて「2035年までに100％有効利用する」戦略を示
したが、分別回収・リサイクルのコストパフォーマンスからすればそれは容易な道のりではな
く、目標達成には人々の協力が欠かせない。安価・便利・軽量を追求する中で、生活の至る所
に溢れたプラスチック製品をどのように削減できるか。新たな発想で私たちのライフスタイル
を転換させるための取組みも、同時に必要とされているのではないだろうか。
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巻頭言
　今年は12月に民生委員の一斉改選が行われる。民生委員は地域の福祉の担い手

として期待されているが、その選出方法は鎌倉市では、地元自治町内会の推薦を

もとに地区民生委員協議会会長、そして地区社会福祉協議会の会長の推薦を経て、

市の民生委員推薦協議会、その後県の民生委員推薦協議会の決定という流れであ

る。任期は3年であるが、最近は近隣自治会長などとの話で、やめる人の後任が見

つからないという話をよく聞く。前回の改選期にも定員に満たずに欠員が出たり、

やめたいのに無理に再任されたという声を聞いた。

　民生委員は民生委員法に基づき厚生労働大臣から委嘱される無給の非常勤の地

方公務員で、児童福祉法により児童委員も兼務することになっている。その活動

内容は見守り、行政窓口へのつなぎ、高齢者登録制度への協力、地域包括支援セ

ンターとの相談協力、生活保護世帯の把握、児童虐待などの児童相談所への通告

など多岐にわたっている。

　最近地域包括ケアシステムの構築が言われているが、その中で民生委員は、地

域での共助ということで費用負担が制度的に保障されていないボランティアなど

の支援も行い、地域住民の取り組みの中心的役割が期待されている。

　確かに共助の重要性は理解されるものの、民生委員に多くのことが期待され、

そのことが過度の負担になり、民生委員になると大変だということで、なり手を

探すことも地域には大きな課題となっている。

　さて、地域における福祉への関心は、どうしても高齢者のこと、児童のことが

中心になる一方で、障害者の福祉については軽視されているようである。

　私は現在知的障害者の事業所を運営するNPO法人の代表理事を務めている。3つ

の事業所には60人の利用者がいるが、地域とのつながり、事業所が所在する地域

の自治町内会、民生委員との連携をどうするかが大きな課題となっている。また、

利用者が居住している地域の中で、その地域とのつながりはどうなっているかも

気になるところである。職員には常日頃、事業所のある地域での地元とのつなが

りをどう作るか、絶えず考えるようにしよう、また地域のイベントを積極的に活

用しよう、と言っている。幸いなことに、地域の自治町内会の援助を受けてお祭

りに参加するとか、徐々に連携が出来ているが、地域の皆さんにまだ十分に理解

されているとは言えない。

　福祉、とりわけ地域福祉ということが言われて久しいが、課題は山積みで、障

害者やその施設への関心はまだまだ低いように思われる。今後はさらに地域での

理解を深めるように努力していかなければならないと思う今日この頃である。
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１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価

822 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき、

調査研究会などに参加できます。
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